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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信の方法であって、
　第１の送信時間間隔（ＴＴＩ）持続時間のための第１の電力制御パラメータに少なくと
も部分的に基づいて前記第１のＴＴＩ持続時間のための第１のアップリンク（ＵＬ）電力
制限を決定することと、
　第２のＴＴＩ持続時間のための第２の電力制御パラメータに少なくとも部分的に基づい
て前記第２のＴＴＩ持続時間のための第２のＵＬ電力制限を決定することと、ここにおい
て、前記第２のＴＴＩ持続時間が、前記第１のＴＴＩ持続時間よりも長い、
　前記第１のＵＬ電力制限と前記第２のＵＬ電力制限とに少なくとも部分的に基づいて前
記第１のＴＴＩ持続時間を有する第１のＴＴＩ中に送信することと
　を備え、前記第１のＴＴＩ中に送信することが、
　前記第１のＵＬ電力制限に少なくとも部分的に基づいて前記第１のＴＴＩ持続時間を有
する前記第１のＴＴＩ中に第１のメッセージを送信することと、
　前記第２のＵＬ電力制限に少なくとも部分的に基づいて前記第２のＴＴＩ持続時間を有
する第２のＴＴＩ中に第２のメッセージを送信することと、ここにおいて、前記第２のＴ
ＴＩが、前記第１のＴＴＩを備える、
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記第１のＴＴＩを備える前記第２のＴＴＩに少なくとも部分的に基づいて前記第１の
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ＵＬ電力制限と前記第２のＵＬ電力制限との両方に含まれるセル最大送信電力パラメータ
を調整すること
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第１のＴＴＩ持続時間に関連する第１の電力ヘッドルームと前記第２のＴＴＩ持続
時間に関連する第２の電力ヘッドルームとを決定することと、
　前記第２の電力ヘッドルームを示す第２の電力ヘッドルーム報告とともに前記第１の電
力ヘッドルームを示す第１の電力ヘッドルーム報告を送信することと
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　第１の干渉特性に少なくとも部分的に基づいてサブフレームの第１のセットを識別する
こと、および第２の干渉特性に少なくとも部分的に基づいてサブフレームの第２のセット
を識別することを行うことと、
　サブフレームの前記第１のセットのための電力制御変数の第１のセットとサブフレーム
の前記第２のセットのための電力制御変数の第２のセットとを維持することと、ここにお
いて、前記第１のＵＬ電力制限または前記第２のＵＬ電力制限が、電力制御変数の前記第
１のセットまたは電力制御変数の前記第２のセットに少なくとも部分的に基づく、
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記第１のＴＴＩのための前記第１のメッセージが、前記第２のＴＴＩ持続時間を有す
る前記第２のＴＴＩのための前記第２のメッセージ中に発生するようにスケジュールされ
るかどうかを決定することと、
　前記第１のメッセージが前記第２のメッセージ中に発生すると決定されたかどうかに少
なくとも部分的に基づいて前記第２のメッセージのための前記第２のＵＬ電力制限に調整
ファクタを適用することと
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記第１のＴＴＩ中に送信することが、
　前記第１のＵＬ電力制限に少なくとも部分的に基づいて前記第１のメッセージを送信す
ること、および前記適用された調整ファクタをもつ前記第２のＵＬ電力制限に少なくとも
部分的に基づいて前記第２のメッセージを送信することを行うこと
　を備える、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記調整ファクタが、前記第１のＴＴＩ持続時間に関連する第１の電力ヘッドルームと
前記第２のＴＴＩ持続時間に関連する第２の電力ヘッドルームとに少なくとも部分的に基
づく、請求項５に記載の方法。
【請求項８】
　前記調整ファクタが、前記第１のＵＬ電力制限と前記調整ファクタをもつ前記第２のＵ
Ｌ電力制限との和がセル最大送信電力パラメータに等しくなるように計算される、請求項
５に記載の方法。
【請求項９】
　電力バックオフのセットから前記調整ファクタを選択すること
　をさらに備える、請求項５に記載の方法。
【請求項１０】
　電力バックオフの前記セットが、電力制限付き低レイテンシバックオフ、電力制限なし
低レイテンシバックオフ、低レイテンシバックオフ、非低レイテンシバックオフ、または
それらの任意の組合せを備える、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　プロセッサと、
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　前記プロセッサと電子通信しているメモリと、
　前記メモリに記憶され、前記プロセッサによって実行されたとき、前記装置に、
　　第１の送信時間間隔（ＴＴＩ）持続時間のための第１の電力制御パラメータに少なく
とも部分的に基づいて前記第１のＴＴＩ持続時間のための第１のアップリンク（ＵＬ）電
力制限を決定することと、
　　第２のＴＴＩ持続時間のための第２の電力制御パラメータに少なくとも部分的に基づ
いて前記第２のＴＴＩ持続時間のための第２のＵＬ電力制限を決定することと、ここにお
いて、前記第２のＴＴＩ持続時間が、前記第１のＴＴＩ持続時間よりも長い、
　　前記第１のＵＬ電力制限と前記第２のＵＬ電力制限とに少なくとも部分的に基づいて
前記第１のＴＴＩ持続時間を有する第１のＴＴＩ中に送信することと
　を行わせるように動作可能な命令と
　を備え、前記装置に、前記第１のＴＴＩ中に送信することを行わせるように実行可能な
前記命令が、前記装置に、
　　前記第１のＵＬ電力制限に少なくとも部分的に基づいて前記第１のＴＴＩ持続時間を
有する前記第１のＴＴＩ中に第１のメッセージを送信することと、
　　前記第２のＵＬ電力制限に少なくとも部分的に基づいて前記第２のＴＴＩ持続時間を
有する第２のＴＴＩ中に第２のメッセージを送信することと、ここにおいて、前記第２の
ＴＴＩが、前記第１のＴＴＩを備える、
　を行わせるように前記プロセッサによってさらに実行可能である、装置。
【請求項１２】
　前記命令が、前記装置に、
　前記第１のＴＴＩを備える前記第２のＴＴＩに少なくとも部分的に基づいて前記第１の
ＵＬ電力制限と前記第２のＵＬ電力制限との両方に含まれるセル最大送信電力パラメータ
を調整すること
　を行わせるようにさらに実行可能である、請求項１１に記載の装置。
【請求項１３】
　前記命令が、前記装置に、
　前記第１のＴＴＩ持続時間に関連する第１の電力ヘッドルームと前記第２のＴＴＩ持続
時間に関連する第２の電力ヘッドルームとを決定することと、
　前記第２の電力ヘッドルームを示す第２の電力ヘッドルーム報告とともに前記第１の電
力ヘッドルームを示す第１の電力ヘッドルーム報告を送信することと
　を行わせるようにさらに実行可能である、請求項１１に記載の装置。
【請求項１４】
　前記命令が、前記装置に、
　第１の干渉特性に少なくとも部分的に基づいてサブフレームの第１のセットを識別する
こと、および第２の干渉特性に少なくとも部分的に基づいてサブフレームの第２のセット
を識別することを行うことと、
　サブフレームの前記第１のセットのための電力制御変数の第１のセットとサブフレーム
の前記第２のセットのための電力制御変数の第２のセットとを維持することと、ここにお
いて、前記第１のＵＬ電力制限または前記第２のＵＬ電力制限が、電力制御変数の前記第
１のセットまたは電力制御変数の前記第２のセットに少なくとも部分的に基づく、
　を行わせるようにさらに実行可能である、請求項１１に記載の装置。
【請求項１５】
　前記命令が、前記装置に、
　前記第１のＴＴＩのための前記第１のメッセージが、前記第２のＴＴＩ持続時間を有す
る前記第２のＴＴＩのための前記第２のメッセージ中に発生するようにスケジュールされ
るかどうかを決定することと、
　前記第１のメッセージが前記第２のメッセージ中に発生すると決定されたかどうかに少
なくとも部分的に基づいて前記第２のメッセージのための前記第２のＵＬ電力制限に調整
ファクタを適用することと
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　を行わせるようにさらに実行可能である、請求項１１に記載の装置。
【請求項１６】
　前記装置に、前記第１のＴＴＩ中に送信することを行わせるように実行可能な前記命令
が、前記装置に、
　前記第１のＵＬ電力制限に少なくとも部分的に基づいて前記第１のメッセージを送信す
ること、および前記適用された調整ファクタをもつ前記第２のＵＬ電力制限に少なくとも
部分的に基づいて前記第２のメッセージを送信することを行うこと
　を行わせるように前記プロセッサによってさらに実行可能である、請求項１５に記載の
装置。
【請求項１７】
　前記調整ファクタが、前記第１のＴＴＩ持続時間に関連する第１の電力ヘッドルームと
前記第２のＴＴＩ持続時間に関連する第２の電力ヘッドルームとに少なくとも部分的に基
づく、請求項１５に記載の装置。
【請求項１８】
　前記調整ファクタが、前記第１のＵＬ電力制限と前記調整ファクタをもつ前記第２のＵ
Ｌ電力制限との和がセル最大送信電力パラメータに等しくなるように計算される、請求項
１５に記載の装置。
【請求項１９】
　前記命令が、前記装置に、
　電力バックオフのセットから前記調整ファクタを選択すること
　を行わせるようにさらに実行可能である、請求項１５に記載の装置。
【請求項２０】
　電力バックオフの前記セットが、電力制限付き低レイテンシバックオフ、電力制限なし
低レイテンシバックオフ、低レイテンシバックオフ、非低レイテンシバックオフ、または
それらの任意の組合せを備える、請求項１９に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【相互参照】
【０００１】
　[0001]本特許出願は、各々が本出願の譲受人に譲渡された、２０１５年５月１日に出願
された、「Ｌｏｗ　Ｌａｔｅｎｃｙ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｐｏｗｅｒ　Ｃｏｎｔｒｏｌ」と題
する、Ｐａｔｅｌらによる米国仮特許出願第６２／１５５，９７６号、および２０１６年
３月３０日に出願された、「Ｌｏｗ　Ｌａｔｅｎｃｙ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｐｏｗｅｒ　Ｃｏ
ｎｔｒｏｌ」と題する、Ｐａｔｅｌらによる米国特許出願第１５／０８５，８４４号に対
する優先権を主張する。
【背景技術】
【０００２】
　[0002]以下は、一般に、ワイヤレス通信に関し、より詳細には、低レイテンシアップリ
ンク（ＵＬ）電力制御に関する。
【０００３】
　[0003]ワイヤレス通信システムは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセージング、
ブロードキャストなどの様々なタイプの通信コンテンツを提供するために広く展開されて
いる。これらのシステムは、利用可能なシステムリソース（たとえば、時間、周波数、お
よび電力）を共有することによって複数のユーザとの通信をサポートすることが可能であ
り得る。そのような多元接続システムの例は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）システム、
時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）システム、およ
び直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システム（たとえば、ロングタームエボリュー
ション（ＬＴＥ（登録商標））システム）を含む。ワイヤレス多元接続通信システムは、
場合によってはユーザ機器（ＵＥ）として知られ得る、複数の通信デバイスのための通信
を各々が同時にサポートする、いくつかの基地局を含み得る。
【０００４】
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　[0004]ワイヤレス多元接続技術は、様々なワイヤレスデバイスが都市、国家、地域、さ
らには地球規模で通信することを可能にする共通プロトコルを提供するために、様々な電
気通信規格において採用されている。例示的な電気通信規格はロングタームエボリューシ
ョン（ＬＴＥ）である。ＬＴＥは、スペクトル効率を改善し、コストを低下させ、サービ
スを改善し、新しいスペクトルを利用し、他のオープン規格とより良く統合するように設
計される。ＬＴＥは、ダウンリンク（ＤＬ）上でＯＦＤＭＡを使用し、アップリンク（Ｕ
Ｌ）上でシングルキャリア周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）を使用し、多入力多出
力（ＭＩＭＯ）アンテナ技術を使用し得る。
【０００５】
　[0005]場合によっては、ワイヤレスネットワークは、様々な送信時間間隔（ＴＴＩ）構
造を利用し得る。たとえば、ネットワークは、１つまたは複数のシンボル期間に基づくＴ
ＴＩ構造を利用し得、これは、サブフレーム構造に基づくＴＴＩよりも持続時間が短くな
り得、これは、（たとえば、ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）動作のための）通信
のレイテンシを低減し得る。ただし、低レイテンシ通信のための電力制御が非低レイテン
シ通信と協調されない場合、たとえば、１つの持続時間のＴＴＩのための電力制御が、異
なる持続時間のＴＴＩのための電力制御と協調されない場合、ＵＥは、信頼できる通信リ
ンクのために十分な電力で両方のＴＴＩ中でデータを送信することができないことがある
。または、場合によっては、適切に協調されない場合、異なるＴＴＩ持続時間のための組
み合わされた送信電力は、他のデバイスとの干渉を緩和するために基地局によって設定さ
れたしきい値を超え得る。
【発明の概要】
【０００６】
　[0006]ユーザ機器（ＵＥ）は、別個の電力制御パラメータに基づいて複数の送信時間間
隔（ＴＴＩ）持続時間のための別個のアップリンク（ＵＬ）送信電力制限を決定し得る。
場合によっては、調整ファクタまたは電力バックオフまたはその両方は、特定のＴＴＩ持
続時間の間の通信に適用され得る。ＵＥはまた、別個の電力ヘッドルームパラメータを決
定し、報告し得る。場合によっては、調整ファクタは、電力ヘッドルームパラメータに依
存し得る。ＵＥとサービング基地局とはまた、１つまたは複数の復調基準信号（ＤＭＲＳ
）ウインドウを識別し得る。ＵＬデータ送信は、同じウインドウ中に送られるＤＭＲＳに
基づいて復調され得る。送信電力制御（ＴＰＣ）コマンドは、各ウインドウの始めに適用
され得る。ただし、ＵＬ送信がウインドウの始めにスケジュールされる場合、ＵＥは、Ｔ
ＰＣ調整を適用する前にＤＭＲＳ送信までまたはウインドウの間にそれ以上送信がスケジ
ュールされなくなるまで待ち得る。
【０００７】
　[0007]ワイヤレス通信の方法が説明される。本方法は、第１のＴＴＩ持続時間のための
第１の電力制御パラメータに少なくとも部分的に基づいて第１のＴＴＩ持続時間のための
第１のＵＬ電力制限を決定することと、第２のＴＴＩ持続時間のための第２の電力制御パ
ラメータに少なくとも部分的に基づいて第２のＴＴＩ持続時間のための第２のＵＬ電力制
限を決定することと、ここで、第２のＴＴＩ持続時間が、第１のＴＴＩ持続時間よりも長
いことがあり、第１および第２のＵＬ電力制限に少なくとも部分的に基づいて第１のＴＴ
Ｉ持続時間を有する第１のＴＴＩ中に送信することとを含み得る。
【０００８】
　[0008]ワイヤレス通信のための装置が説明される。本装置は、第１のＴＴＩ持続時間の
ための第１の電力制御パラメータに少なくとも部分的に基づいて第１のＴＴＩ持続時間の
ための第１のＵＬ電力制限を決定するための手段と、第２のＴＴＩ持続時間のための第２
の電力制御パラメータに少なくとも部分的に基づいて第２のＴＴＩ持続時間のための第２
のＵＬ電力制限を決定するための手段と、ここで、第２のＴＴＩ持続時間が、第１のＴＴ
Ｉ持続時間よりも長いことがあり、第１および第２のＵＬ電力制限に少なくとも部分的に
基づいて第１のＴＴＩ持続時間を有する第１のＴＴＩ中に送信するための手段とを含み得
る。
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【０００９】
　[0009]ワイヤレス通信のためのさらなる装置が説明される。本装置は、プロセッサと、
プロセッサと電子通信しているメモリと、メモリに記憶され、プロセッサによって実行さ
れたとき、装置に、第１のＴＴＩ持続時間のための第１の電力制御パラメータに少なくと
も部分的に基づいて第１のＴＴＩ持続時間のための第１のＵＬ電力制限を決定することと
、第２のＴＴＩ持続時間のための第２の電力制御パラメータに少なくとも部分的に基づい
て第２のＴＴＩ持続時間のための第２のＵＬ電力制限を決定することと、ここで、第２の
ＴＴＩ持続時間が、第１のＴＴＩ持続時間よりも長いことがあり、第１および第２のＵＬ
電力制限に少なくとも部分的に基づいて第１のＴＴＩ持続時間を有する第１のＴＴＩ中に
送信することとを行わせるように動作可能な命令とを含み得る。
【００１０】
　[0010]ワイヤレス通信のためのコードを記憶する非一時的コンピュータ可読媒体が説明
される。本コードは、第１のＴＴＩ持続時間のための第１の電力制御パラメータに少なく
とも部分的に基づいて第１のＴＴＩ持続時間のための第１のＵＬ電力制限を決定すること
と、第２のＴＴＩ持続時間のための第２の電力制御パラメータに少なくとも部分的に基づ
いて第２のＴＴＩ持続時間のための第２のＵＬ電力制限を決定することと、ここで、第２
のＴＴＩ持続時間が、第１のＴＴＩ持続時間よりも長いことがあり、第１および第２のＵ
Ｌ電力制限に少なくとも部分的に基づいて第１のＴＴＩ持続時間を有する第１のＴＴＩ中
に送信することとを行うように実行可能である命令を含み得る。
【００１１】
　[0011]ワイヤレス通信のさらなる方法が説明される。本方法は、第１のＤＭＲＳウイン
ドウと第２のＤＭＲＳウインドウとを識別することと、第１のＤＭＲＳウインドウ中に第
１のＴＰＣコマンドを受信することと、第２のＴＰＣコマンドが第２のＤＭＲＳウインド
ウ中に受信されるかどうかを決定することと、決定に少なくとも部分的に基づいて第２の
ＤＭＲＳウインドウ中にＵＬデータメッセージを送信することとを含み得る。
【００１２】
　[0012]ワイヤレス通信のためのさらなる装置も説明される。本装置は、第１のＤＭＲＳ
ウインドウと第２のＤＭＲＳウインドウとを識別するための手段と、第１のＤＭＲＳウイ
ンドウ中に第１のＴＰＣコマンドを受信するための手段と、第２のＴＰＣコマンドが第２
のＤＭＲＳウインドウ中に受信されるかどうかを決定するための手段と、決定に少なくと
も部分的に基づいて第２のＤＭＲＳウインドウ中にＵＬデータメッセージを送信するため
の手段とを含み得る。
【００１３】
　[0013]ワイヤレス通信のためのさらなる装置も説明される。本装置は、プロセッサと、
プロセッサと電子通信しているメモリと、メモリに記憶され、プロセッサによって実行さ
れたとき、装置に、第１のＤＭＲＳウインドウと第２のＤＭＲＳウインドウとを識別する
ことと、第１のＤＭＲＳウインドウ中に第１のＴＰＣコマンドを受信することと、第２の
ＴＰＣコマンドが第２のＤＭＲＳウインドウ中に受信されるかどうかを決定することと、
決定に少なくとも部分的に基づいて第２のＤＭＲＳウインドウ中にＵＬデータメッセージ
を送信することとを行わせるように動作可能な命令とを含み得る。
【００１４】
　[0014]ワイヤレス通信のためのコードを記憶するさらなる非一時的コンピュータ可読媒
体も説明される。本コードは、第１のＤＭＲＳウインドウと第２のＤＭＲＳウインドウと
を識別することと、第１のＤＭＲＳウインドウ中に第１のＴＰＣコマンドを受信すること
と、第２のＴＰＣコマンドが第２のＤＭＲＳウインドウ中に受信されるかどうかを決定す
ることと、決定に少なくとも部分的に基づいて第２のＤＭＲＳウインドウ中にＵＬデータ
メッセージを送信することとを行うように実行可能である命令を含み得る。
【００１５】
　[0015]ワイヤレス通信のさらなる方法も説明される。本方法は、第１のＴＴＩ持続時間
に関連する第１の電力制御パラメータを送信することと、第２のＴＴＩ持続時間に関連す
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る第２の電力制御パラメータを送信することと、ここで、第２のＴＴＩ持続時間は、第１
のＴＴＩ持続時間よりも長いことがあり、第１の電力制御パラメータに少なくとも部分的
に基づいて第１のＴＴＩ持続時間に従って第１のＵＬ送信を受信すること、および第２の
電力制御パラメータに少なくとも部分的に基づいて第２のＴＴＩ持続時間に従って第２の
ＵＬ送信を受信することを行うこととを含み得る。
【００１６】
　[0016]ワイヤレス通信のためのさらなる装置も説明される。本装置は、第１のＴＴＩ持
続時間に関連する第１の電力制御パラメータを送信するための手段と、第２のＴＴＩ持続
時間に関連する第２の電力制御パラメータを送信するための手段と、ここで、第２のＴＴ
Ｉ持続時間は、第１のＴＴＩ持続時間よりも長いことがあり、第１の電力制御パラメータ
に少なくとも部分的に基づいて第１のＴＴＩ持続時間に従って第１のＵＬ送信を受信する
こと、および第２の電力制御パラメータに少なくとも部分的に基づいて第２のＴＴＩ持続
時間に従って第２のＵＬ送信を受信することを行うための手段とを含み得る。
【００１７】
　[0017]ワイヤレス通信のためのさらなる装置も説明される。本装置は、プロセッサと、
プロセッサと電子通信しているメモリと、メモリに記憶され、プロセッサによって実行さ
れたとき、装置に、第１のＴＴＩ持続時間に関連する第１の電力制御パラメータを送信す
ることと、第２のＴＴＩ持続時間に関連する第２の電力制御パラメータを送信することと
、ここで、第２のＴＴＩ持続時間は、第１のＴＴＩ持続時間よりも長いことがあり、第１
の電力制御パラメータに少なくとも部分的に基づいて第１のＴＴＩ持続時間に従って第１
のＵＬ送信を受信すること、および第２の電力制御パラメータに少なくとも部分的に基づ
いて第２のＴＴＩ持続時間に従って第２のＵＬ送信を受信することを行うこととを行わせ
るように動作可能な命令とを含み得る。
【００１８】
　[0018]ワイヤレス通信のためのコードを記憶するさらなる非一時的コンピュータ可読媒
体も説明される。本コードは、第１のＴＴＩ持続時間に関連する第１の電力制御パラメー
タを送信することと、第２のＴＴＩ持続時間に関連する第２の電力制御パラメータを送信
することと、ここで、第２のＴＴＩ持続時間は、第１のＴＴＩ持続時間よりも長いことが
あり、第１の電力制御パラメータに少なくとも部分的に基づいて第１のＴＴＩ持続時間に
従って第１のＵＬ送信を受信すること、および第２の電力制御パラメータに少なくとも部
分的に基づいて第２のＴＴＩ持続時間に従って第２のＵＬ送信を受信することを行うよう
に実行可能である命令を含み得る。
【００１９】
　[0019]ワイヤレス通信のさらなる方法も説明される。本方法は、第１のＤＭＲＳウイン
ドウと第２のＤＭＲＳウインドウとを識別することと、第１のＤＭＲＳウインドウ中に第
１のＴＰＣコマンドを送信することと、第１のＴＰＣコマンドに少なくとも部分的に基づ
いて第１のＤＭＲＳウインドウ中に第１のＤＭＲＳを受信することと、第２のＤＭＲＳが
第２のＤＭＲＳウインドウ中に受信されたかどうかを決定することと、第２のＤＭＲＳウ
インドウ中にＵＬデータメッセージを受信することと、決定に少なくとも部分的に基づい
て第１または第２のＤＭＲＳを使用してＵＬデータメッセージを復調することとを含み得
る。
【００２０】
　[0020]ワイヤレス通信のためのさらなる装置も説明される。本装置は、第１のＤＭＲＳ
ウインドウと第２のＤＭＲＳウインドウとを識別するための手段と、第１のＤＭＲＳウイ
ンドウ中に第１のＴＰＣコマンドを送信するための手段と、第１のＴＰＣコマンドに少な
くとも部分的に基づいて第１のＤＭＲＳウインドウ中に第１のＤＭＲＳを受信するための
手段と、第２のＤＭＲＳが第２のＤＭＲＳウインドウ中に受信されたかどうかを決定する
ための手段と、第２のＤＭＲＳウインドウ中にＵＬデータメッセージを受信するための手
段と、決定に少なくとも部分的に基づいて第１または第２のＤＭＲＳを使用してＵＬデー
タメッセージを復調するための手段とを含み得る。
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【００２１】
　[0021]ワイヤレス通信のためのさらなる装置も説明される。本装置は、プロセッサと、
プロセッサと電子通信しているメモリと、メモリに記憶され、プロセッサによって実行さ
れたとき、装置に、第１のＤＭＲＳウインドウと第２のＤＭＲＳウインドウとを識別する
ことと、第１のＤＭＲＳウインドウ中に第１のＴＰＣコマンドを送信することと、第１の
ＴＰＣコマンドに少なくとも部分的に基づいて第１のＤＭＲＳウインドウ中に第１のＤＭ
ＲＳを受信することと、第２のＤＭＲＳが第２のＤＭＲＳウインドウ中に受信されたかど
うかを決定することと、第２のＤＭＲＳウインドウ中にＵＬデータメッセージを受信する
ことと、決定に少なくとも部分的に基づいて第１または第２のＤＭＲＳを使用してＵＬデ
ータメッセージを復調することとを行わせるように動作可能な命令とを含み得る。
【００２２】
　[0022]ワイヤレス通信のためのコードを記憶するさらなる非一時的コンピュータ可読媒
体も説明される。本コードは、第１のＤＭＲＳウインドウと第２のＤＭＲＳウインドウと
を識別することと、第１のＤＭＲＳウインドウ中に第１のＴＰＣコマンドを送信すること
と、第１のＴＰＣコマンドに少なくとも部分的に基づいて第１のＤＭＲＳウインドウ中に
第１のＤＭＲＳを受信することと、第２のＤＭＲＳが第２のＤＭＲＳウインドウ中に受信
されたかどうかを決定することと、第２のＤＭＲＳウインドウ中にＵＬデータメッセージ
を受信することと、決定に少なくとも部分的に基づいて第１または第２のＤＭＲＳを使用
してＵＬデータメッセージを復調することとを行うように実行可能である命令を含み得る
。
【００２３】
　[0023]本開示の態様が、以下の図を参照しながら説明される。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】[0024]本開示の様々な態様による、低レイテンシアップリンク（ＵＬ）電力制御
をサポートするワイヤレス通信システムの一例を示す図。
【図２】[0025]本開示の様々な態様による、低レイテンシＵＬ電力制御をサポートするワ
イヤレス通信システムの一例を示す図。
【図３】[0026]本開示の様々な態様による、低レイテンシＵＬ電力制御をサポートするシ
ステム中のプロセスフローの一例を示す図。
【図４】[0027]本開示の様々な態様による、復調基準信号（ＤＭＲＳ）ウインドウを利用
する低レイテンシＵＬ電力制御をサポートするシステム中のプロセスフローの一例を示す
図。
【図５】[0028]本開示の様々な態様による、低レイテンシＵＬ電力制御をサポートする１
つまたは複数のワイヤレスデバイスのブロック図。
【図６】本開示の様々な態様による、低レイテンシＵＬ電力制御をサポートする１つまた
は複数のワイヤレスデバイスのブロック図。
【図７】本開示の様々な態様による、低レイテンシＵＬ電力制御をサポートする１つまた
は複数のワイヤレスデバイスのブロック図。
【図８】[0029]本開示の様々な態様による、低レイテンシＵＬ電力制御をサポートする、
ユーザ機器（ＵＥ）を含むシステムのブロック図。
【図９】[0030]本開示の様々な態様による、低レイテンシＵＬ電力制御をサポートする１
つまたは複数のワイヤレスデバイスのブロック図。
【図１０】本開示の様々な態様による、低レイテンシＵＬ電力制御をサポートする１つま
たは複数のワイヤレスデバイスのブロック図。
【図１１】本開示の様々な態様による、低レイテンシＵＬ電力制御をサポートする１つま
たは複数のワイヤレスデバイスのブロック図。
【図１２】[0031]本開示の様々な態様による、低レイテンシＵＬ電力制御をサポートする
、基地局を含むシステムのブロック図。
【図１３】[0032]本開示の様々な態様による、低レイテンシＵＬ電力制御のための方法を
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示す図。
【図１４】本開示の様々な態様による、低レイテンシＵＬ電力制御のための方法を示す図
。
【図１５】本開示の様々な態様による、低レイテンシＵＬ電力制御のための方法を示す図
。
【図１６】本開示の様々な態様による、低レイテンシＵＬ電力制御のための方法を示す図
。
【図１７】本開示の様々な態様による、低レイテンシＵＬ電力制御のための方法を示す図
。
【図１８】本開示の様々な態様による、低レイテンシＵＬ電力制御のための方法を示す図
。
【図１９】本開示の様々な態様による、低レイテンシＵＬ電力制御のための方法を示す図
。
【図２０】本開示の様々な態様による、低レイテンシＵＬ電力制御のための方法を示す図
。
【詳細な説明】
【００２５】
　[0033]ワイヤレス通信システムは、低レイテンシ通信を利用し得、システムは、そのよ
うな通信を考慮するための電力制御手段（measures）を採用し得る。たとえば、ネットワ
ークは、短縮された（reduced）送信時間間隔（ＴＴＩ）に基づいて動作し得、これは、
ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）システムの１つまたは複数のシンボル期間また
はスロットの持続時間を有し得る。場合によっては、低レイテンシ通信は、（たとえば、
１ｍｓのＴＴＩまたはＬＴＥサブフレームに基づいて）非低レイテンシ（たとえば、標準
またはレガシー）通信とともに同時にサポートされ得る。低レイテンシ電力制御は、低レ
イテンシおよび非低レイテンシ送信を重み付けすること、アップリンク（ＵＬ）トラフィ
ック対パイロット比を設定すること、および電力制御サブフレームおよびシンボルセット
を確立することなどの追加の態様に加えて、ＵＬ送信電力を決定すること、および電力ヘ
ッドルームを報告することを行うための手順を含み得る。
【００２６】
　[0034]低レイテンシ通信中に、最大構成送信電力（ＰCMAX）は、シンボルごとに（また
はＴＴＩごとに）に変化し得る。たとえば、非低レイテンシと低レイテンシとの両方が一
緒に送信されるとき、ＰCMAXは、非低レイテンシ電力を考慮するために低下され得る。場
合によっては、電力制御パラメータは、低レイテンシユーザと非低レイテンシ（たとえば
、レガシー）ユーザとに別様に設定され得る。ただし、低レイテンシ通信と非低レイテン
シ通信とのために（別個の電力ヘッドルームパラメータが維持され得るが）同じ電力ヘッ
ドルーム公式が使用され得る。
【００２７】
　[0035]同時の低レイテンシＵＬ送信と非低レイテンシＵＬ送信との場合、基地局が、復
調方式に基づいてトラフィック対パイロット比を正しく設定するために低レイテンシ電力
割振りと非低レイテンシ電力割振りとの両方を知る（たとえば、正確に推定する）ことは
適切であり得る。場合によっては、非低レイテンシトラフィックが２つの電力バックオフ
のうちの一方を有し得る半静的分割が選択され得る。別の代替は、動的な半静的分割を有
することであり得る。別の代替は、総電力割振りがＰCMAXよりも大きいかどうかを決定す
ることであり得る。そうである場合、調整ファクタが、計算され、非低レイテンシチャネ
ルに適用され得る。
【００２８】
　[0036]低レイテンシ信号は、基地局によってスケジュールされ得る復調基準信号（ＤＭ
ＲＳ）信号を使用して復調され得る。場合によっては、トラフィック対パイロット比は、
低レイテンシ送信について変化し得る。すなわち、トラフィックおよびパイロット電力は
、ＵＬ許可を介してシンボルごとに変化し得る。電力割振りは、たとえば、ＤＭＲＳ帯域
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幅、事前構成されたＤＭＲＳオフセット電力に基づき得、データチャネル電力制御パラメ
ータをも使用し得る。
【００２９】
　[0037]ＵＥと基地局とは、同じウインドウ内の以前の（earlier）シンボル中のＤＭＲ
Ｓが低レイテンシ復調のために使用され得るように所定のウインドウを使用して動作し得
る。２つの隣接するウインドウにわたって電力制御調整がない場合、前のウインドウのＤ
ＭＲＳが現在のウインドウの復調のために使用され得る。ウインドウの開始時に低レイテ
ンシデータシンボルがあるとき、電力制御コマンドもウインドウの開始時に発行されてい
た場合、ＵＥは、最後に受信された電力制御コマンドの実行または利用を遅延させ得る。
【００３０】
　[0038]いくつかの例では、電力制御状態は、特定のサブフレームまたはシンボルのため
に個々に保たれ得る。すなわち、著しく異なる干渉特性を受ける特定の時間期間は、異な
る別個のサブフレームセットに分類され得る。したがって、低レイテンシ通信は、電力の
差を考慮するためにサブフレームに応じて（as a function of subframe）別個の電力制
御状態変数を維持し得る。
【００３１】
　[0039]本開示の態様は、最初に、ワイヤレス通信システムのコンテキストで以下に説明
される。次に、低レイテンシ通信と非低レイテンシ（たとえば、レガシー）通信とに異な
る電力制御制限を適用するための特定の例と、ＤＭＲＳウインドウに基づいて電力低レイ
テンシ電力制御更新を適用するための特定の例とが説明される。本開示のこれらおよび他
の態様は、さらに、低レイテンシＵＬ電力制御に関係する装置図、システム図、およびフ
ローチャートによって示し、それらを参照しながら説明される。
【００３２】
　[0040]図１は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信システム１００の一例を示
す。ワイヤレス通信システム１００は、基地局１０５と、ユーザ機器（ＵＥ）１１５と、
コアネットワーク１３０とを含む。いくつかの例では、ワイヤレス通信システム１００は
、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）／ＬＴＥアドバンスト（ＬＴＥ－Ａ）ネット
ワークであり得る。たとえば、ワイヤレス通信システム１００は、低レイテンシ通信と非
低レイテンシ通信とを同時に利用するＬＴＥシステムであり得る。
【００３３】
　[0041]基地局１０５は、１つまたは複数の基地局アンテナを介してＵＥ１１５とワイヤ
レスに通信し得る。各基地局１０５は、それぞれの地理的カバレージエリア１１０のため
の通信カバレージを与え得る。ワイヤレス通信システム１００に示されている通信リンク
１２５は、ＵＥ１１５から基地局１０５へのＵＬ送信、または基地局１０５からＵＥ１１
５へのダウンリンク（ＤＬ）送信を含み得る。ＵＥ１１５は、ワイヤレス通信システム１
００全体にわたって分散され得、各ＵＥ１１５は固定またはモバイルであり得る。ＵＥ１
１５は、移動局、加入者局、リモートユニット、ワイヤレスデバイス、アクセス端末、ハ
ンドセット、ユーザエージェント、クライアント、または何らかの他の好適な用語で呼ば
れることもある。ＵＥ１１５はまた、セルラーフォン、ワイヤレスモデム、ハンドヘルド
デバイス、パーソナルコンピュータ、タブレット、パーソナル電子デバイス、マシンタイ
プ通信（ＭＴＣ）デバイスなどであり得る。
【００３４】
　[0042]基地局１０５は、コアネットワーク１３０と通信し、互いに通信し得る。たとえ
ば、基地局１０５は、バックホールリンク１３２（たとえば、Ｓ１など）を通してコアネ
ットワーク１３０とインターフェースし得る。基地局１０５は、直接的にまたは間接的に
のいずれかで（たとえば、コアネットワーク１３０を通して）バックホールリンク１３４
（たとえば、Ｘ２など）を介して互いに通信し得る。基地局１０５は、ＵＥ１１５との通
信のための無線構成およびスケジューリングを実行し得るか、または基地局コントローラ
（図示せず）の制御下で動作し得る。いくつかの例では、基地局１０５は、マクロセル、
スモールセル、ホットスポットなどであり得る。基地局１０５は、ｅノードＢ（ｅＮＢ）



(11) JP 6495483 B2 2019.4.3

10

20

30

40

50

１０５と呼ばれることもある。
【００３５】
　[0043]ＬＴＥにおける時間間隔は、基本時間単位（たとえば、サンプリング周期（peri
od）、Ｔｓ＝１／３０，７２０，０００秒）の倍数単位で表され得る。時間リソースは、
０から１０２３にわたるシステムフレーム番号（ＳＦＮ：system frame number）によっ
て識別され得る１０ｍｓの長さの無線フレーム（Ｔｆ＝３０７２００・Ｔｓ）に従って編
成され得る。各フレームは、０から９までの番号を付けられた１０個の１ｍｓサブフレー
ムを含み得る。サブフレームは、さらに２つの０．５ｍｓスロットに分割され得、その各
々は、（各シンボルにプリペンドされた（prepended）サイクリックプレフィックスの長
さに応じて）６つまたは７つの変調シンボル期間を含んでいる。サイクリックプレフィッ
クスを除いて、各シンボルは２０４８個のサンプル期間を含んでいる。場合によっては、
サブフレームは、ＴＴＩとしても知られる最小のスケジューリング単位であり得る。他の
場合には、ＴＴＩは、サブフレームよりも短いことがあるか、または（たとえば、短いＴ
ＴＩバーストにおいて、または短いＴＴＩを使用する選択されたコンポーネントキャリア
において）動的に選択され得る。たとえば、場合によっては、システムは、たとえば、シ
ンボル期間またはスロットに基づいてＴＴＩを利用するのと同時にサブフレームに基づい
てＴＴＩを利用し得る。
【００３６】
　[0044]上述のように、本明細書で使用する「非低レイテンシ」という用語は、（たとえ
ば、サブフレームに基づいて）、１ｍｓの持続時間を有するＴＴＩを含み得るＬＴＥ数霊
術（numerology）を採用する通信を指すことがある。そのような非低レイテンシ通信は、
それらが、低レイテンシ通信と比較して以前の（すなわち、レガシー）リリースのＬＴＥ
規格の態様を採用し得るので、「レガシー通信」またはレガシー動作と呼ばれることもあ
る。低レイテンシ通信は、シンボル期間またはスロットに基づいてＴＴＩを使用する通信
を指すことがある。
【００３７】
　[0045]ＵＥ１１５は、データのために物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）と
物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）とを含むＤＬ信号を受信し得る。ＵＬ上で
、ＵＥ１１５は、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）と物理アップリンク共有
チャネル（ＰＵＳＣＨ）とを送信し得る。ＰＵＣＣＨは、ＵＬ肯定応答（ＡＣＫ）、スケ
ジューリング要求（ＳＲ）およびチャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）ならびに他のＵＬ
制御情報のために使用され得る。ＰＵＳＣＨは、ユーザデータの送信のために使用され得
る。場合によっては、低レイテンシ通信のために別個のチャネルが使用され得る（たとえ
ば、ｕＰＤＣＣＨ、ｕＰＤＳＣＨ、ｕＰＵＣＣＨおよびｕＰＵＳＣＨ）。低レイテンシＵ
Ｌ送信は、ＵＬ復調基準信号（ＤＭＲＳ）の助けをかりて基地局１０５によって復調され
得る。
【００３８】
　[0046]ＵＥ１１５は、干渉を緩和し、ＵＬデータレートを改善し、バッテリー寿命を延
長するために、サービング基地局と（たとえば、ＰＵＣＣＨ、ＰＵＳＣＨ、ｕＰＵＣＣＨ
、およびｕＰＵＳＣＨのための）送信電力を協調し得る。ＵＬ電力制御は、開ループ機構
と閉ループ機構との組合せを含み得る。開ループ電力制御では、ＵＥ１１５の送信電力は
、ＤＬ経路損失の推定値とチャネル構成とに依存し得る。閉ループ電力制御では、ネット
ワークは、明示的な電力制御コマンドを使用してＵＥ１１５の送信電力を直接制御するこ
とができる。開ループ電力制御は初期アクセスのために使用され得るが、開ループ制御と
閉ループ制御の両方はＵＬ制御およびデータ送信のために使用され得る。ＵＥ１１５は、
最大送信電力限界（limit）と、ターゲット基地局受信機電力と、経路損失と、変調およ
びコーディング方式（ＭＣＳ）と、送信のために使用されるリソースの数と、送信された
データのフォーマット（たとえば、ＰＵＣＣＨフォーマット）とを考慮に入れるアルゴリ
ズムを使用して電力を決定し得る。電力調整は、適宜にＵＥ１１５の送信電力を漸進的に
（incrementally）調整し得る、送信電力コマンド（ＴＰＣ）メッセージを使用して基地
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局１０５によって行われ得る。場合によっては、低レイテンシ電力制御は、非低レイテン
シ通信からの別個のパラメータに基づき得る。
【００３９】
　[0047]場合によっては、ワイヤレス通信システム１００は、１つまたは複数の拡張コン
ポーネントキャリア（ｅＣＣ）を利用し得る。ｅＣＣは、そのいずれもが低レイテンシ通
信をサポートし得るフレキシブルな帯域幅、異なるＴＴＩ、および変更された制御チャネ
ル構成を含む１つまたは複数の特徴によって特徴づけられ得る。場合によっては、ｅＣＣ
は、キャリアアグリゲーション（ＣＡ）構成またはデュアル接続性構成（たとえば、複数
のサービングセルが準最適なバックホールリンクを有するとき）に関連付けられ得る。ｅ
ＣＣはまた、（たとえば、２つ以上の事業者が、スペクトルを使用することをライセンス
された場合）ライセンスされていないスペクトルまたは共有スペクトルにおいて使用する
ために構成され得る。フレキシブルな帯域幅によって特徴づけられるｅＣＣは、全帯域幅
を監視することが可能でないか、または（たとえば、電力を節約するために）限られた帯
域幅を使用することを選好するＵＥ１１５によって利用され得る１つまたは複数のセグメ
ントを含み得る。
【００４０】
　[0048]場合によっては、ｅＣＣは、他のコンポーネントキャリア（ＣＣ）とは異なるＴ
ＴＩ長を利用し得、これは、他のＣＣのＴＴＩと比較して短縮されたまたは可変のシンボ
ル持続時間の使用を含み得る。シンボル持続時間は同じままであり得るが、場合によって
は、各シンボルは別個のＴＴＩを表し得る。いくつかの例では、ｅＣＣは、異なるＴＴＩ
長に関連する複数の階層レイヤを含み得る。たとえば、ある階層レイヤにおけるＴＴＩは
均一な１ｍｓサブフレームに対応し得るが、第２のレイヤでは、可変長ＴＴＩは短い持続
時間シンボル期間のバーストに対応し得る。いくつかの場合には、より短いシンボル持続
時間は、増加されたサブキャリア間隔にも関連し得る。短縮されたＴＴＩ長と併せて、ｅ
ＣＣは、動的時分割複信（ＴＤＤ）動作を利用し得る（すなわち、動的条件に従って短い
バーストの間にＤＬ動作からＵＬ動作に切り替わり得る）。
【００４１】
　[0049]フレキシブル帯域幅および可変ＴＴＩは、修正された制御チャネル構成に関連付
けられ得る（たとえば、ｅＣＣは、ＤＬ制御情報のために拡張ＰＤＣＣＨ（ｅＰＤＣＣＨ
）を利用し得る）。たとえば、ｅＣＣの１つまたは複数の制御チャネルは、フレキシブル
な帯域幅使用に適応するために周波数分割多重化（ＦＤＭ）スケジューリングを利用し得
る。他の制御チャネル修正は、（たとえば、発展型マルチメディアブロードキャストマル
チキャストサービス（ｅＭＢＭＳ）スケジューリングのための、または可変長ＵＬおよび
ＤＬバーストの長さを示すための）追加の制御チャネルの使用、あるいは異なる間隔で送
信される制御チャネルの使用を含む。また、ｅＣＣは、修正または追加のハイブリッド自
動再送要求（ＨＡＲＱ）関連の制御情報を含み得る。
【００４２】
　[0050]したがって、ＵＥ１１５は、別個の電力制御パラメータに基づいて複数のＴＴＩ
持続時間のための別個のＵＬ電力制限を決定し得る。場合によっては、調整ファクタまた
は電力バックオフは、総送信電力がしきい値を超えないことを保証するために１つのＴＴ
Ｉ持続時間を使用した通信に適用され得る。ＵＥ１１５はまた、別個の電力ヘッドルーム
パラメータを決定し、報告し得る。場合によっては、調整ファクタは、電力ヘッドルーム
パラメータに依存し得る。ＵＥ１１５とサービング基地局１０５とはまた、１つまたは複
数のＤＭＲＳウインドウを識別し得る。ＵＬデータ送信は、同じウインドウ中に送られる
ＤＭＲＳに基づいて復調され得る。ＴＰＣコマンドは、各ウインドウの始めに適用され得
るか、または、たとえば、ＵＬ送信がウインドウの始めにスケジュールされる場合、ＴＰ
Ｃコマンドは、後で適用され得る。
【００４３】
　[0051]図２は、本開示の様々な態様による、低レイテンシＵＬ電力制御のためのワイヤ
レス通信システム２００の一例を示す。ワイヤレス通信システム２００は、図１を参照し
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ながら説明したＵＥ１１５、基地局１０５の例であり得る、ＵＥ１１５－ａと基地局１０
５－ａとを含み得る。ＵＥ１１５－ａと基地局１０５－ａとは、非低レイテンシ通信リン
ク２２５－ａと低レイテンシ通信リンク２２５－ｂとを使用して通信し得る。
【００４４】
　[0052]低レイテンシ通信リンク２２５－ｂは、シンボル期間、スロット等に基づくＴＴ
Ｉに基づいて動作し得、これは、レガシー通信が使用し得るよりも短い持続時間ＴＴＩを
表し得る。場合によっては、低レイテンシ通信リンク２２５－ｂは、（たとえば、１ｍｓ
のＴＴＩに基づいて）非低レイテンシ通信リンク２２５－ａと同時にまたはほぼ同時にサ
ポートされ得る。低レイテンシ通信を利用するシステムは、ＵＬ電力レベルを設定するた
めの低レイテンシ固有の手順を含み得る。低レイテンシ電力制御のいくつかの態様は、非
低レイテンシ電力制御を補い得る。たとえば、低レイテンシ電力制御は、開ループ構成要
素と閉ループ構成要素との両方を含むＵＬ送信電力を決定することと、電力ヘッドルーム
を報告することとを行うための手順を含み得る。さらに、低レイテンシ電力制御はまた、
低レイテンシ送信と非低レイテンシ送信とを重み付けすること、ＵＬトラフィック対パイ
ロット比を設定すること、および電力制御サブフレームおよびシンボルセットを確立する
ことなどの追加の態様を含み得る。
【００４５】
　[0053]低レイテンシ通信リンク２２５－ｂのためのＵＬ電力制御は、以下のような公式
に基づき得る。
【数１】

ここで、ＰCMAXは、最大構成送信電力を表し得、ＰＬは、経路損失推定値であり得、これ
は、低レイテンシ通信リンクおよび非低レイテンシ通信リンク２２５－ａの間で一貫性が
あり得る、ＰuPUCCHは、低レイテンシ物理アップリンク制御チャネル（ｕＰＵＣＣＨ）送
信電力であり得（すなわち、ｕＰＵＣＣＨがアクティブである場合、低レイテンシ物理ア
ップリンク共有チャネル（ｕＰＵＳＣＨ）電力がｕＰＵＣＣＨ電力よって制限される）、
ＭuPUSCHは、（リソースブロック中で測定される）ｕＰＵＳＣＨ帯域幅であり得、Ｐo_uP

USCHは、ｕＰＵＳＣＨ送信のための公称（nominal）電力オフセットであり得、ΔTF,low-

latencyは、公式
【数２】

に基づいて計算されるパラメータであり得、ここで、ｕＰＵＳＣＨが制御情報を含んでい
る場合、

【数３】

であり、ｆULLは、閉ループ電力制御コマンドであり得、これは、ＴＰＣコマンドが受信
された後に所定の数のシンボルに適用され得、αULLは、低レイテンシ動作のために確立
されたフラクショナル（fractional）電力制御であり得る。
【００４６】
　[0054]場合によっては、ＰCMAXは、シンボルごとにまたはＴＴＩごとに変化し得る。た
とえば、非低レイテンシと低レイテンシとの両方が一緒に送信されるとき、ＰCMAXは、非
低レイテンシ電力を考慮するために低下され得る。場合によっては、Po_uPUSCHとフラク
ショナル電力定数αULLとは、低レイテンシ通信リンクと非低レイテンシ通信リンク２２
５－ａに別様に設定され得る。場合によっては、シングルセル電力制御は、Ｐo_uPUSCHが
雑音密度レベルに設定されることと、αULLがすべてのユーザに対して１つに設定される
こととに基づき得る。非低レイテンシ通信リンク２２５－ａでは、αULLを低下させるこ
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とを公称オフセットＰo_uPUSCHの増加に結合させることにより、全体的なネットワークス
ループットの増加が可能になり得る。場合によっては、セルエッジにおける電力レベルは
、（セルエッジユーザのスループットを低下させるという犠牲を払って）セル間干渉を低
減するように設定され得る。場合によっては、低レイテンシリンクバジェット（budget）
は、組み合わされた低レイテンシおよび非低レイテンシネットワークに基づく制限ファク
タであり得る。さらに、低レイテンシ通信リンク２２５－ｂと非低レイテンシ通信リンク
２２５－ａとの組み合わされた動作のための設定と比較して、Ｐo_uPUSCHの値は低下され
得、αULLは増加され得る。これにより、全体的なネットワークスループットを依然とし
て最適化しながら、すべてのユーザにわたるリソースのより均等なスケジューリングがも
たらされ得る。
【００４７】
　[0055]場合によっては、低レイテンシ通信リンク２２５－ｂと非低レイテンシ通信リン
ク２２５－ａとのために共通の電力ヘッドルーム公式が採用され得る。ただし、別個の電
力ヘッドルームパラメータが維持され得る。場合によっては、通信の各タイプに対する電
力ヘッドルーム報告は、報告タイプ以外の変数の関数でないことがある。たとえば、（ｕ
ＰＵＣＣＨ電力を含まないことがある）タイプ１の報告と（ｕＰＵＣＣＨを考慮する）タ
イプ２の報告とがサポートされ得る。場合によっては、低レイテンシ報告と非低レイテン
シ報告とを送るための同じトリガ機構（たとえば、しきい値と比較して経路損失の有意な
変化または前の報告から経過した特定の量）。これにより、基地局は、最新の経路損失推
定値に加えて非低レイテンシ構成と低レイテンシ構成との両方のための累積電力制御コマ
ンドの和を保持することが可能になり得る。場合によっては、ＰCMAXは、低レイテンシ電
力ヘッドルーム報告とともに送信され得る。さらに、低レイテンシ電力ヘッドルーム報告
と非低レイテンシ電力ヘッドルーム報告とは、それらが一緒に送られるように同期され得
る。
【００４８】
　[0056]同時またはほぼ同時の低レイテンシＵＬ送信と非低レイテンシＵＬ送信との場合
、基地局が、復調方式に基づいてトラフィック対パイロット比を正しく設定するのを支援
し得る低レイテンシ電力割振りと非低レイテンシ電力割振りとの両方を知るか、または正
確に推定することは適切であり得る。電力割振りを協調させるためのいくつかの代替が検
討され得る。たとえば、非低レイテンシ（たとえば、１ｍｓ）トラフィックが２つの電力
バックオフのうちの一方、たとえば、｛－３，０｝を有し得る半静的分割が選択され得る
。シンボル中に低レイテンシトラフィックがある限り（たとえば、ＵＥが電力制限されて
いない場合であっても）、－３ｄＢのバックオフが選択され得、そうでない場合、０ｄＢ
のバックオフが選択され得る。ただし、場合によっては、これは、ＵＥが電力制限されな
い場合でも、ＰＵＳＣＨのための電力の望ましくない低減を生じ得、（たとえば、３ｄＢ
のオフセットに制限された）低レイテンシ通信のための制限されたカバレージをも生じ得
る。別の代替は、動的な半静的分割を有することであり得る。たとえば、そのような方式
は、３つの電力バックオフ｛－∞，－３，０｝を伴い得る。低レイテンシトラフィックが
あり、ＵＥが電力制限される場合、－∞が使用され得、低レイテンシがあるが、ＵＥが電
力制限されない場合、－３ｄＢが使用され得、そうでない場合、０ｄＢが使用され得る。
これは、低レイテンシのためのカバレージ制限を除去し得るが、ＰＵＳＣＨのための電力
の低減においてスティルし得る。
【００４９】
　[0057]低レイテンシ電力割振りと非低レイテンシ電力割振りとを協調させるための別の
代替は、電力レベルの選定を助けるために電力ヘッドルーム報告を使用することであり得
る。すなわち、（非低レイテンシ通信リンク２２５－ａ上での）ＰＵＳＣＨ電力割振りと
（低レイテンシ通信リンク２２５－ｂ上での）ｕＰＵＳＣＨ電力割振りとの和がＰCMAXよ
りも小さい場合、ＵＥは、計算されたＰPUSCHとＰuPUSCHとの電力レベルで両方のチャネ
ルを送信し得る。ＰＵＳＣＨ電力割振りとｕＰＵＳＣＨ電力割振りとの和がＰCMAXよりも
大きい場合、調整ファクタ（Ｗ1）が計算され、最大電力制限を超える可能性を減少させ
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るために（すなわち、Ｗ1・ＰPUSCH＋ＰuPUCCH＝ＰCMAXであることを保証しようと試みる
ために）ＰＵＳＣＨチャネルに適用され得る。場合によっては、Ｗ1が基地局とＵＥとの
両方によって知られ得、これにより、衝突する低レイテンシシンボルのためのＰＵＳＣＨ
復調において正しいトラフィック対パイロット比が使用されることが可能になり得る。Ｗ

1は、最後の低レイテンシ電力ヘッドルーム報告と非低レイテンシ電力ヘッドルーム報告
とから導出され得る。すなわち、電力レベルＰPUSCHおよびＰuPUSCHは、電力ヘッドルー
ム報告についての知識（と、たとえば、両方の種類のトラフィックのための所望の変調お
よびコーディング方式ＭＣＳと）に基づいて計算され得る。Ｗ1は、次いで、（ＰCMAX－
ＰuPUSCH）／ＰPUSCHとして計算され得る。場合によっては、これは、１つまたは複数の
ＰＵＳＣＨシンボルのためにより低い電力が使用されるという犠牲を払って、ｕＰＵＳＣ
Ｈの成功した送信を保証し得る。場合によっては、電力ヘッドルーム報告に閉ループ電力
制御更新が反映されていないことに基づいて、式にマージンが課され得る。
【００５０】
　[0058]場合によっては、ｕＰＵＳＣＨ信号は、（基地局によってスケジュールされ得る
）ＤＭＲＳ信号を介して復調され得る。場合によっては、固定トラフィック対パイロット
比は、低レイテンシ送信について保持しない。すなわち、トラフィックおよびパイロット
電力は、ＵＬ許可を介して任意のシンボルに対して変化することができる。電力割振りは
、ＤＭＲＳ帯域幅、事前構成されたＤＭＲＳオフセット電力に基づき得、ｕＰＵＳＣＨか
らのパラメータをも使用し得る。たとえば、ＤＭＲＳパイロット電力は、以下のような公
式に従って設定され得る。
【数４】

ここで、Ｐ0_uPUSCHは、公称ＰＵＳＣＨ電力密度であり得、ｆ（ｉ）は、現在のｕＰＵＳ
ＣＨ電力制御調整状態であり得る。
【００５１】
　[0059]基地局におけるＤＭＲＳシンボルとｕＰＵＳＣＨシンボルとの間のトラフィック
対パイロット比についての知識は、適切な復調をサポートし得、ＵＬ電力制御コマンドが
いつ適用され得るのかについての制限を生じ得る。したがって、ＵＥ１１５－ａと基地局
１０５－ａとは、同じウインドウ内の以前の１つまたは複数のシンボル中のＤＭＲＳが低
レイテンシ復調のために使用され得るように、所定のウインドウに従って動作し得る。場
合によっては、電力制御コマンドは、たとえば、予期しない電力の変化に基づく位相シフ
トを回避するためにウインドウの開始時に発行または適用され得る。場合によっては、ウ
インドウは、非低レイテンシ電力制御との協調をサポートするために、１ｍｓのサブフレ
ームと整合され得る。異なるウインドウにわたって、電力（したがって、位相シフト）の
変化があり得、これは、ＤＭＲＳと低レイテンシＵＬデータとの間のコヒーレント復調に
影響を及ぼし得る。しかし、場合によっては、２つの隣接するウインドウにわたる電力制
御調整がない場合、前のウインドウのＤＭＲＳが現在のウインドウの復調のために使用さ
れ得、ＵＥ１１５－ａは、前のＤＭＲＳと現在の低レイテンシデータシンボルとの間で閉
ループ電力の変更を行わないことがある。
【００５２】
　[0060]ウインドウの開始時に低レイテンシデータシンボルがあるとき、電力制御コマン
ドもウインドウの開始時に発行された場合、ＵＥ１１５－ａは、電力変更の実行を遅延さ
せ得る。たとえば、電力変更は、スケジュールされている低レイテンシＵＬデータシンボ
ルがなくなるか、またはＤＭＲＳシンボルがＵＬ上にスケジュールされるまで遅延され得
る。スタンドアロン低レイテンシ動作の場合、別の代替は、電力制御コマンドがＵＬ上に
スケジュールされたＤＭＲＳパイロットと一致するようにしか電力制御コマンドを基地局
がスケジュールしないことがあるということである。これは、ＤＭＲＳシンボルに対応す
る開始および終了境界をもつウインドウを暗黙的に定義し得る。
【００５３】
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　[0061]場合によっては、低レイテンシ通信リンク２２５－ｂのための電力制御状態は、
特定のサブフレームのために個々に保たれ得る。すなわち、異なる干渉特性を受ける特定
のサブフレームは、異なる別個のサブフレームセットに分類され得る。たとえば、セルご
との動的ＵＬ／ＤＬ構成を用いるＴＤＤの場合、サブフレームにわたる干渉レベルの変動
は大きくなり得る。したがって、低レイテンシ通信は、電力の差を考慮するためにサブフ
レームに応じて別個の電力制御状態変数を維持し得る。低レイテンシトラフィックの場合
、または特定のシンボルが残りのシンボルとは統計的に異なる負荷／干渉レベルを有する
場合、シンボルレベルでも同様の方式が採用され得る。すなわち、電力制御状態情報が、
シンボルセットのメンバーのために別個に保持され得る。したがって、シンボルは、たと
えば、干渉統計値に基づいてシンボルセットに分類され得る。たとえば、サブフレームの
最後のシンボル上の非低レイテンシセル間サウンディング基準信号送信は、サブフレーム
中の前のシンボルとは異なる干渉レベルを有し得る。
【００５４】
　[0062]図３は、本開示の様々な態様による、低レイテンシＵＬ電力制御をサポートする
システム中のプロセスフロー３００の一例を示す。プロセスフロー３００は、ＵＥ１１５
－ｂと基地局１０５－ｂとを含み得、これは、図１～図２を参照しながら説明したＵＥ１
１５と基地局１０５との例であり得る。
【００５５】
　[0063]３０５において、ＵＥ１１５－ｂは、ワイヤレス接続を確立するために、基地局
１０５－ｂにＲＡＣＨプリアンブルを送信し得る。３１０において、基地局１０５－ｂは
、ＲＡＣＨプリアンブルまたは後続のＵＬ送信を受信することに基づいてＵＥ１１５－ｂ
のための低レイテンシＴＰＣ更新を決定し得る。３１５において、基地局１０５－ｂは、
ＲＡＣＨプリアンブルまたは後続のＵＬ送信を受信することに基づいてＵＥ１１５－ｂの
ための非低レイテンシＴＰＣ更新を決定し得る。
【００５６】
　[0064]３２０において、基地局１０５－ｂは、ＵＥ１１５－ａに低レイテンシＴＰＣコ
マンドを送信し得る。したがって、基地局１０５－ｂは、第１のＴＴＩ持続時間に関連す
る第１の電力制御パラメータを送信し得る。３２５において、基地局１０５－ｂは、ＵＥ
１１５－ａに非低レイテンシＴＰＣコマンドを送信し得る。したがって、基地局１０５－
ｂは、第２のＴＴＩ持続時間が第１のＴＴＩ持続時間よりも長いことがあるように、第２
のＴＴＩ持続時間に関連する第２の電力制御パラメータを送信し得る。
【００５７】
　[0065]３３０において、ＵＥ１１５－ｂは、低レイテンシＴＰＣコマンドに基づいて低
レイテンシ送信電力を選択し得る。すなわち、ＵＥ１１５－ｂは、第１のＴＴＩ持続時間
のための第１の電力制御パラメータに基づいて第１のＴＴＩ持続時間のための第１のＵＬ
電力制限を決定し得る。
【００５８】
　[0066]３３５において、ＵＥ１１５－ｂは、非低レイテンシＴＰＣコマンドに基づいて
非低レイテンシ送信電力を選択し得る。すなわち、ＵＥ１１５－ｂは、第２のＴＴＩ持続
時間が第１のＴＴＩ持続時間よりも長いことがあるように、第２のＴＴＩ持続時間のため
の第２の電力制御パラメータに基づいて第２のＴＴＩ持続時間のための第２のＵＬ電力制
限を決定し得る。
【００５９】
　[0067]場合によっては、ＵＥ１１５－ｂは、第１のＴＴＩを含む第２のＴＴＩに基づい
て第１のＵＬ電力制限と第２のＵＬ電力制限とのセル最大送信電力パラメータを調整し得
る。いくつかの例では、第１の送信電力制限は、セル最大送信電力パラメータ、経路損失
パラメータ、制御送信電力パラメータ、帯域幅パラメータ、電力オフセットパラメータ、
閉ループフィードバックパラメータ、フラクショナル電力制御パラメータ、またはそのよ
うなパラメータの何らかの組合せを含む。いくつかの例では、電力オフセットパラメータ
とフラクショナル電力制御パラメータとは、低レイテンシリンクバジェットに基づく。
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【００６０】
　[0068]場合によっては、ＵＥ１１５－ｂは、第１のメッセージが第２のメッセージ中に
発生すると決定され得るかどうかに基づいて第２のメッセージのための第２のＵＬ電力制
限に調整ファクタを適用し得る。いくつかの例では、第１のＴＴＩ中に送信することは、
第１のＵＬ電力制限に基づいて第１のメッセージを送信することと、適用された調整ファ
クタをもつ第２のＵＬ電力制限に基づいて第２のメッセージを送信することとを含む。い
くつかの例では、調整ファクタは、第１のＴＴＩ持続時間に関連する第１の電力ヘッドル
ームと第２のＴＴＩ持続時間に関連する第２の電力ヘッドルームとに基づく。いくつかの
例では、調整ファクタは、第１のＵＬ電力制限と調整ファクタをもつ第２のＵＬ電力制限
との和がセル最大送信電力パラメータに等しくなるように計算される。
【００６１】
　[0069]場合によっては、ＵＥ１１５－ｂは、電力バックオフのセットから調整ファクタ
を選択し得る。いくつかの例では、電力バックオフのセットは、電力制限付き低レイテン
シバックオフ、電力制限なし低レイテンシバックオフ、低レイテンシバックオフ、非低レ
イテンシバックオフ、またはそれらの任意の組合せを含む。
【００６２】
　[0070]３４０において、ＵＥ１１５－ｂは、選択された低レイテンシ電力を使用して低
レイテンシＵＬ送信を送り得る。場合によっては、ＵＥ１１５－ｂは、第２のＴＴＩが第
１のＴＴＩを含み得るように、第１のＴＴＩのための第１のメッセージが、第２のＴＴＩ
持続時間を有する第２のＴＴＩのための第２のメッセージ中に発生するようにスケジュー
ルされ得るかどうかを決定し得る。場合によっては、ＵＥ１１５－ｂは、第１のＴＴＩの
ための第１のメッセージが、第２のＴＴＩ持続時間を有する第２のＴＴＩのための第２の
メッセージ中に発生するようにスケジュールされ得るかどうかを決定し得る。
【００６３】
　[0071]３４５において、ＵＥ１１５－ｂは、選択された非低レイテンシ電力を使用して
非低レイテンシＵＬ送信を送り得る。したがって、ＵＥ１１５－ｂは、第１のＵＬ電力制
限と第２のＵＬ電力制限とに基づいて第１のＴＴＩ持続時間を有する第１のＴＴＩ中に送
信し得る。いくつかの例では、第１のＴＴＩ中に送信することは、第１のＵＬ電力制限に
基づいて第１のＴＴＩ持続時間を有する第１のＴＴＩ中に第１のメッセージを送信するこ
とと、第２のＵＬ電力制限に基づいて第２のＴＴＩ持続時間を有する第２のＴＴＩ中に第
２のメッセージを送信することとを含む。いくつかの例では、上記で説明したように、第
２のＴＴＩは、第１のＴＴＩを含む。
【００６４】
　[0072]したがって、基地局１０５－ｂは、第１の電力制御パラメータに基づいて第１の
ＴＴＩ持続時間に従って第１のＵＬ送信を受信し、第２の電力制御パラメータに基づいて
第２のＴＴＩ持続時間に従って第２のＵＬ送信を受信し得る。
【００６５】
　[0073]場合によっては、ＵＥ１１５－ｂは、第１のＴＴＩ持続時間に関連する第１の電
力ヘッドルームと第２のＴＴＩ持続時間に関連する第２の電力ヘッドルームとを決定し得
る。ＵＥ１１５－ｂは、第２の電力ヘッドルームを示す第２の電力ヘッドルーム報告とと
もに第１の電力ヘッドルームを示す第１の電力ヘッドルーム報告を送信し得る。したがっ
て、基地局１０５－ｂは、第２のＴＴＩ持続時間に関連する第２の電力ヘッドルームを示
す第２の電力ヘッドルーム報告とともに第１のＴＴＩ持続時間に関連する第１の電力ヘッ
ドルームを示す第１の電力ヘッドルーム報告を受信し得る。
【００６６】
　[0074]場合によっては、ＵＥ１１５－ｂは、第１の干渉特性に基づいてサブフレームの
第１のセットを識別し、第２の干渉特性に基づいてサブフレームの第２のセットを識別し
得る。ＵＥ１１５－ｂは、サブフレームの第１のセットのための電力制御変数の第１のセ
ットとサブフレームの第２のセットのための電力制御変数の第２のセットとを維持し得、
第１のＵＬ電力制限または第２のＵＬ電力制限は、電力制御変数の第１のセットまたは第



(18) JP 6495483 B2 2019.4.3

10

20

30

40

50

２のセットに基づき得る。
【００６７】
　[0075]図４は、本開示の様々な態様による、低レイテンシＵＬ電力制御をサポートする
システム中のプロセスフロー４００の一例を示す。プロセスフロー４００は、ＵＥ１１５
－ｃと基地局１０５－ｃとを含み得、これは、図１～図３を参照しながら説明したＵＥ１
１５と基地局１０５との例であり得る。
【００６８】
　[0076]４０５において、ＵＥ１１５－ｃと基地局１０５－ｃとは、第１のＤＭＲＳウイ
ンドウを識別し得る。４１０において、基地局１０５－ｃは、第１のＤＭＲＳウインドウ
中に第１のＴＰＣコマンドを送信し得る。たとえば、基地局１０５－ｃは、第１のＤＭＲ
Ｓウインドウの第１のシンボル中にＵＥ１１５－ｃに第１のＴＰＣコマンドを送信し得る
。同様に、ＵＥ１１５－ｃは、第１のＤＭＲＳウインドウ中に第１のＴＰＣコマンドを受
信し得る。
【００６９】
　[0077]４１５において、ＵＥ１１５－ｃは、第１のＴＰＣコマンドに基づいて低レイテ
ンシ送信電力を更新し得る。４２０において、ＵＥ１１５－ｃは、第１のＴＰＣコマンド
に基づいて第１のＤＭＲＳを送信し得、基地局１０５－ｃは、第１のＴＰＣコマンドに基
づいて第１のＤＭＲＳウインドウ中に第１のＤＭＲＳを受信し得る。
【００７０】
　[0078]４２５において、ＵＥ１１５－ｃは、基地局１０５－ｃに第１のＵＬデータを送
信し得る。４３０において、基地局１０５－ｃは、第１のＤＭＲＳに基づいて第１のＵＬ
データを復調し得る。
【００７１】
　[0079]４３５において、ＵＥ１１５－ｃと基地局１０５－ｃとは、第２のＤＭＲＳウイ
ンドウを識別し得る。したがって、ＵＥ１１５－ｃと基地局１０５－ｃとは、ＤＭＲＳウ
インドウと第２のＤＭＲＳウインドウとを識別し得る。
【００７２】
　[0080]４４０において、基地局１０５－ｃは、第２のＤＭＲＳウインドウの第１のシン
ボル中にＵＥ１１５－ｃに第２のＴＰＣコマンドを送信し得る。すなわち、ＵＥ１１５－
ｃは、第２のＴＰＣコマンドが第２のＤＭＲＳウインドウ中に受信されるかどうかを決定
し得、場合によっては、第２のＤＭＲＳウインドウ中に第２のＴＰＣコマンドを受信し得
る。ＵＥ１１５－ｃは、次いで、決定に基づいて第２のＤＭＲＳウインドウ中にＵＬデー
タメッセージを送信し得る。
【００７３】
　[0081]４４５において、ＵＥ１１５－ｃは、第１のＴＰＣコマンドに基づいて第２のＤ
ＭＲＳウインドウの第１のシンボル中に基地局１０５－ｃに第２のＵＬデータを送信し得
る。すなわち、ＵＥ１１５－ｃは、ＵＬデータメッセージが第２のＤＭＲＳウインドウの
最初の（initial）シンボル期間の間にスケジュールされると決定し得、決定に基づいて
第１のＴＰＣコマンドを適用し得る（または電力制御設定を維持し得る）。
【００７４】
　[0082]場合によっては、ＵＥ１１５－ｃは、ＵＬデータメッセージが、第２のＤＭＲＳ
ウインドウの最初のシンボル期間の間にスケジュールされないと決定し得る。次いで、Ｕ
Ｅ１１５－ｃは、第２のＴＰＣコマンドを直ちにまたはほぼ直ちに適用し得る。
【００７５】
　[0083]４５０において、たとえば、基地局１０５－ｃは、第２のＴＰＣコマンドに基づ
いてＤＭＲＳをまだ受信していないので、基地局１０５－ｃは、第１のＤＭＲＳに基づい
て第２のＵＬデータを復調し得る。すなわち、基地局１０５－ｃは、第２のＤＭＲＳが第
２のＤＭＲＳウインドウ中に受信されたかどうかを決定し得る。
【００７６】
　[0084]いくつかの例では、第２のＤＭＲＳが第２のＤＭＲＳウインドウ中に受信された
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かどうかを決定することは、第２のＤＭＲＳが第２のＤＭＲＳウインドウ中に受信されな
かったと決定することを含み得る。これらの例では、ＵＬデータメッセージは、第１のＤ
ＭＲＳに基づいて復調され得る。
【００７７】
　[0085]４５５において、ＵＥ１１５－ｃは、第２のＴＰＣコマンドを適用し得る。４６
０において、ＵＥ１１５－ｃは、第２のＴＰＣコマンドに基づいて第２のＤＭＲＳを送信
し得る。すなわち、ＵＥ１１５－ｃは、ＵＬデータメッセージを送信した後に第２のＤＭ
ＲＳウインドウ中にＤＭＲＳを送信し得る。ＵＥ１１５－ｃは、次いで、適用された第１
または第２のＴＰＣコマンドに基づいて第２のＤＭＲＳウインドウ中にＵＬデータメッセ
ージを送信し得る。
【００７８】
　[0086]４６５において、ＵＥ１１５－ｃは、第２のＴＰＣコマンドに基づいて第３のＵ
Ｌデータを送信し得る。したがって、ＵＥ１１５－ｃは、ＵＬデータメッセージがＤＭＲ
Ｓに基づいて第２のＴＰＣコマンドを使用して送信されるように、第２のＤＭＲＳを送信
した後に別のＵＬデータメッセージを送信し得る。すなわち、ＵＥ１１５－ｃは、第１ま
たは第２のＴＰＣコマンドのいずれかに基づいて第２のＤＭＲＳウインドウ中にＵＬデー
タメッセージを送信し得る。
【００７９】
　[0087]４７０において、基地局１０５－ｃは、第２のＤＭＲＳに基づいて第３のＵＬデ
ータを復調し得る。したがって、基地局１０５－ｃは、決定に基づいて第１または第２の
ＤＭＲＳを使用してＵＬデータメッセージを復調し得る。いくつかの例では、第２のＤＭ
ＲＳが第２のＤＭＲＳウインドウ中に受信されたかどうかを決定することは、第２のＤＭ
ＲＳが第２のＤＭＲＳウインドウ中に受信されたと決定することを含み得る。
【００８０】
　[0088]図５は、本開示の様々な態様による、低レイテンシＵＬ電力制御をサポートする
構成されたワイヤレスデバイス５００のブロック図を示す。ワイヤレスデバイス５００は
、図１～図４を参照しながら説明したＵＥ１１５の態様の一例であり得る。ワイヤレスデ
バイス５００は、受信機５０５、低レイテンシ電力制御モジュール５１０、または送信機
５１５を含み得る。ワイヤレスデバイス５００はまた、プロセッサを含み得る。これらの
構成要素の各々は互いに通信していることがある。
【００８１】
　[0089]受信機５０５は、パケット、ユーザデータ、または様々な情報チャネルに関連す
る制御情報（たとえば、制御チャネル、データチャネル、および低レイテンシＵＬ電力制
御に関係する情報など）などの情報を受信し得る。情報は、低レイテンシ電力制御モジュ
ール５１０に、およびワイヤレスデバイス５００の他の構成要素に受け渡され得る。
【００８２】
　[0090]低レイテンシ電力制御モジュール５１０は、第１のＴＴＩ持続時間のための第１
の電力制御パラメータに基づいて第１のＴＴＩ持続時間のための第１のＵＬ電力制限を決
定することと、第２のＴＴＩ持続時間のための第２の電力制御パラメータに基づいて第２
のＴＴＩ持続時間のための第２のＵＬ電力制限を決定することと、たとえば、第２のＴＴ
Ｉ持続時間は、第１のＴＴＩ持続時間よりも長いことがあり、第１および第２のＵＬ電力
制限に基づいて第１のＴＴＩ持続時間を有する第１のＴＴＩ中に送信することとを行い得
る。
【００８３】
　[0091]送信機５１５は、ワイヤレスデバイス５００の他の構成要素から受信された信号
を送信し得る。いくつかの例では、送信機５１５は、トランシーバモジュールにおいて受
信機５０５とコロケートされ得る。送信機５１５は単一のアンテナを含み得るか、または
送信機５１５は複数のアンテナを含み得る。
【００８４】
　[0092]いくつかの例では、送信機５１５は、第１のＵＬ電力制限と第２のＵＬ電力制限
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とに基づいて第１のＴＴＩ持続時間を有する第１のＴＴＩ中に送信し得る。いくつかの例
では、第１のＴＴＩ中に送信することは、第１のＵＬ電力制限に基づいて第１のＴＴＩ持
続時間を有する第１のＴＴＩ中に第１のメッセージを送信することと、第２のＵＬ電力制
限に基づいて第２のＴＴＩ持続時間を有する第２のＴＴＩ中に第２のメッセージを送信す
ることとを含む。いくつかの例では、第２のＴＴＩは第１のＴＴＩを含む。いくつかの例
では、送信機５１５は、第２の電力ヘッドルームを示す第２の電力ヘッドルーム報告とと
もに第１の電力ヘッドルームを示す第１の電力ヘッドルーム報告を送信し得る。
【００８５】
　[0093]いくつかの例では、第１のＴＴＩ中に送信することは、第１のＵＬ電力制限に基
づいて第１のメッセージを送信することと、適用された調整ファクタをもつ第２のＵＬ電
力制限に基づいて第２のメッセージを送信することとを含む。いくつかの例では、送信機
５１５は、決定に基づいて第２のＤＭＲＳウインドウ中にＵＬデータメッセージを送信し
得る。いくつかの例では、送信機５１５は、適用された第１または第２のＴＰＣコマンド
に基づいて第２のＤＭＲＳウインドウ中にＵＬデータメッセージを送信し得る。いくつか
の例では、送信機５１５は、ＵＬデータメッセージを送信した後に第２のＤＭＲＳウイン
ドウ中にＤＭＲＳを送信し得る。
【００８６】
　[0094]いくつかの例では、送信機５１５は、第２のＵＬデータメッセージがＤＭＲＳに
基づいて第２のＴＰＣコマンドを使用して送信され得るように、ＤＭＲＳを送信した後に
第２のＵＬデータメッセージを送信し得る。いくつかの例では、送信機５１５は、適用さ
れた第１または第２のＴＰＣコマンドに基づいて第２のＤＭＲＳウインドウ中にＵＬデー
タメッセージを送信し得る。
【００８７】
　[0095]図６は、本開示の様々な態様による、低レイテンシＵＬ電力制御をサポートする
ワイヤレスデバイス６００のブロック図を示す。ワイヤレスデバイス６００は、図１～図
５を参照しながら説明したワイヤレスデバイス５００またはＵＥ１１５の態様の一例であ
り得る。ワイヤレスデバイス６００は、受信機５０５－ａ、低レイテンシ電力制御モジュ
ール５１０－ａ、または送信機５１５－ａを含み得る。ワイヤレスデバイス６００はまた
、プロセッサを含み得る。これらの構成要素の各々は互いに通信していることがある。低
レイテンシ電力制御モジュール５１０－ａはまた、低レイテンシ電力制限モジュール６０
５と非低レイテンシ電力制限モジュール６１０とを含み得る。
【００８８】
　[0096]受信機５０５－ａは、低レイテンシ電力制御モジュール５１０－ａに、およびワ
イヤレスデバイス６００の他の構成要素に受け渡され得る情報を受信し得る。低レイテン
シ電力制御モジュール５１０－ａは、図５を参照しながら説明した動作を実行し得る。送
信機５１５－ａは、ワイヤレスデバイス６００の他の構成要素から受信された信号を送信
し得る。
【００８９】
　[0097]低レイテンシ電力制限モジュール６０５は、図２～図４を参照しながら説明した
ように、第１のＴＴＩ持続時間のための第１の電力制御パラメータに基づいて第１のＴＴ
Ｉ持続時間のための第１のＵＬ電力制限を決定し得る。いくつかの例では、第１の送信電
力制限は、セル最大送信電力パラメータ、経路損失パラメータ、制御送信電力パラメータ
、帯域幅パラメータ、電力オフセットパラメータ、閉ループフィードバックパラメータ、
フラクショナル電力制御パラメータ、またはそれらの任意の組合せを含む。いくつかの例
では、電力オフセットパラメータとフラクショナル電力制御パラメータとは、低レイテン
シリンクバジェットに基づく。
【００９０】
　[0098]図２～図４を参照しながら説明したように、非低レイテンシ電力制限モジュール
６１０は、第２のＴＴＩ持続時間のための第２の電力制御パラメータに基づいて第２のＴ
ＴＩ持続時間のための第２のＵＬ電力制限を決定し得、第２のＴＴＩ持続時間は、第１の
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ＴＴＩ持続時間よりも長いことがある。
【００９１】
　[0099]図７は、本開示の様々な態様による、低レイテンシＵＬ電力制御をサポートする
ワイヤレスデバイス５００またはワイヤレスデバイス６００の構成要素であり得る低レイ
テンシ電力制御モジュール５１０－ｂのブロック図７００を示す。低レイテンシ電力制御
モジュール５１０－ｂは、図５～図６を参照しながら説明した低レイテンシ電力制御モジ
ュール５１０の態様の一例であり得る。低レイテンシ電力制御モジュール５１０－ｂは、
低レイテンシ電力制限モジュール６０５－ａと非低レイテンシ電力制限モジュール６１０
－ａとを含み得る。これらのモジュールの各々は、図６を参照しながら説明した機能を実
行し得る。低レイテンシ電力制御モジュール５１０－ｂはまた、ＰＣＭＡＸ調整モジュー
ル７０５と、電力ヘッドルーム報告モジュール７１０と、干渉設定モジュール７１５と、
電力調整モジュール７２０と、ＤＭＲＳウインドウモジュール７２５と、閉ループ電力制
御モジュール７３０とを含み得る。
【００９２】
　[0100]ＰＣＭＡＸ調整モジュール７０５は、図２～図４を参照しながら説明したように
、第１のＴＴＩを含む第２のＴＴＩに基づいて第１のＵＬ電力制限と第２のＵＬ電力制限
とのセル最大送信電力パラメータを調整し得る。
【００９３】
　[0101]電力ヘッドルーム報告モジュール７１０は、図２～図４を参照しながら説明した
ように、第１のＴＴＩ持続時間に関連する第１の電力ヘッドルームと第２のＴＴＩ持続時
間に関連する第２の電力ヘッドルームとを決定し得る。
【００９４】
　[0102]干渉設定モジュール７１５は、図２～図４を参照しながら説明したように、第１
の干渉特性に基づいてサブフレームの第１のセットを識別し、第２の干渉特性に基づいて
サブフレームの第２のセットを識別し得る。干渉設定モジュール７１５はまた、第１のＵ
Ｌ電力制限または第２のＵＬ電力制限が電力制御変数の第１のセットまたは第２のセット
に基づき得るように、サブフレームの第１のセットのための電力制御変数の第１のセット
とサブフレームの第２のセットのための電力制御変数の第２のセットとを維持し得る。
【００９５】
　[0103]図２～図４を参照しながら説明したように、電力調整モジュール７２０は、第１
のＴＴＩのための第１のメッセージが、第２のＴＴＩ持続時間を有する第２のＴＴＩのた
めの第２のメッセージ中に発生するようにスケジュールされるかどうかを決定し得、第２
のＴＴＩは、第１のＴＴＩを含み得る。電力調整モジュール７２０はまた、第１のメッセ
ージが第２のメッセージ中に発生すると決定されるかどうかに基づいて第２のメッセージ
のための第２のＵＬ電力制限に調整ファクタを適用し得る。いくつかの例では、調整ファ
クタは、第１のＴＴＩ持続時間に関連する第１の電力ヘッドルームと第２のＴＴＩ持続時
間に関連する第２の電力ヘッドルームとに基づき得る。いくつかの例では、調整ファクタ
は、第１のＵＬ電力制限と調整ファクタをもつ第２のＵＬ電力制限との和がセル最大送信
電力パラメータに等しくなり得るように計算され得る。電力調整モジュール７２０はまた
、電力バックオフのセットから調整ファクタを選択し得る。場合によっては、電力バック
オフのセットは、電力制限付き低レイテンシバックオフ、電力制限なし低レイテンシバッ
クオフ、低レイテンシバックオフ、非低レイテンシバックオフ、またはそのようなバック
オフパラメータの組合せを含む。
【００９６】
　[0104]ＤＭＲＳウインドウモジュール７２５は、図２～図４を参照しながら説明したよ
うに、第１のＤＭＲＳウインドウと第２のＤＭＲＳウインドウとを識別し得る。ＤＭＲＳ
ウインドウモジュール７２５はまた、第２のＴＰＣコマンドが第２のＤＭＲＳウインドウ
中に受信されるかどうかを決定し得る。ＤＭＲＳウインドウモジュール７２５はまた、Ｕ
Ｌデータメッセージが、第２のＤＭＲＳウインドウの最初のシンボル期間の間にスケジュ
ールされると決定し得る。ＤＭＲＳウインドウモジュール７２５はまた、ＵＬデータメッ
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セージが、第２のＤＭＲＳウインドウの最初のシンボル期間の間にスケジュールされない
と決定し得る。いくつかの例では、第２のＤＭＲＳが第２のＤＭＲＳウインドウ中に受信
されたかどうかを決定することは、第２のＤＭＲＳが第２のＤＭＲＳウインドウ中に受信
されたと決定することを含む。一方、他の例では、第２のＤＭＲＳが第２のＤＭＲＳウイ
ンドウ中に受信されたかどうかを決定することは、第２のＤＭＲＳが第２のＤＭＲＳウイ
ンドウ中に受信されなかったと決定することを含む。
【００９７】
　[0105]閉ループ電力制御モジュール７３０は、図２～図４を参照しながら説明したよう
に、第１のＤＭＲＳウインドウ中に第１のＴＰＣコマンドを受信し得る。閉ループ電力制
御モジュール７３０はまた、第２のＤＭＲＳウインドウ中に第２のＴＰＣコマンドを受信
し得る。閉ループ電力制御モジュール７３０は、ＵＬデータメッセージが第２のＤＭＲＳ
ウインドウの最初のシンボル期間の間にスケジュールされるかどうかの決定に基づいて第
１のＴＰＣコマンドを適用し得る。閉ループ電力制御モジュール７３０はまた、第２のＤ
ＭＲＳウインドウ中に第２のＴＰＣコマンドを受信し得る。閉ループ電力制御モジュール
７３０はまた、ＵＬデータメッセージが第２のＤＭＲＳウインドウの最初のシンボル期間
の間にスケジュールされるかどうかの決定に基づいて第２のＴＰＣコマンドを適用し得る
。
【００９８】
　[0106]図８は、本開示の様々な態様による、低レイテンシＵＬ電力制御をサポートする
ＵＥを含むシステム８００の図を示す。システム８００は、図１、図２および図５～図７
を参照しながら説明したワイヤレスデバイス５００、ワイヤレスデバイス６００、または
ＵＥ１１５の一例であり得る、ＵＥ１１５－ｄを含み得る。ＵＥ１１５－ｄは、図５～図
７を参照しながら説明した低レイテンシ電力制御モジュール５１０の一例であり得る、低
レイテンシ電力制御モジュール８１０を含み得る。ＵＥ１１５－ｄはまた、低レイテンシ
通信モジュール８２５を含み得る。ＵＥ１１５－ｄはまた、通信を送信するための構成要
素と通信を受信するための構成要素とを含む、双方向音声およびデータ通信のための構成
要素を含み得る。たとえば、ＵＥ１１５－ｄは基地局１０５－ｄと双方向に通信し得る。
【００９９】
　[0107]低レイテンシ通信モジュール８２５は、図１を参照しながら説明したように、低
レイテンシ通信を協調させ得る。ＵＥ１１５－ｄはまた、プロセッサ８０５と、（ソフト
ウェア（ＳＷ）８２０を含む）メモリ８１５と、トランシーバ８３５と、１つまたは複数
のアンテナ８４０とを含み得、その各々は、（たとえば、バス８４５を介して）互いに直
接的にまたは間接的に通信し得る。トランシーバ８３５は、上記で説明したように、１つ
または複数のアンテナ８４０あるいはワイヤードリンクまたはワイヤレスリンクを介して
、１つまたは複数のネットワークと双方向に通信し得る。たとえば、トランシーバ８３５
は、基地局１０５または別のＵＥ１１５と双方向に通信し得る。トランシーバ８３５は、
パケットを変調し、変調されたパケットを送信のために１つまたは複数のアンテナ８４０
に与え、１つまたは複数のアンテナ８４０から受信されたパケットを復調するためのモデ
ムを含み得る。ＵＥ１１５－ｄは、単一のアンテナ８４０を含み得るが、ＵＥ１１５－ｄ
はまた、複数のワイヤレス送信を同時に送信または受信することが可能な複数のアンテナ
８４０を有し得る。
【０１００】
　[0108]メモリ８１５は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）と、読取り専用メモリ（Ｒ
ＯＭ）とを含み得る。メモリ８１５は、実行されたとき、プロセッサ８０５に本明細書で
説明する様々な機能（たとえば、低レイテンシＵＬ電力制御など）を実行させる命令を含
むコンピュータ可読、コンピュータ実行可能ソフトウェア／ファームウェアコード８２０
を記憶し得る。代替的に、ソフトウェア／ファームウェアコード８２０は、プロセッサ８
０５によって直接的に実行可能でないことがあるが、（たとえば、コンパイルされ実行さ
れたとき）コンピュータに本明細書で説明する機能を実行させ得る。プロセッサ８０５は
、インテリジェントハードウェアデバイス（たとえば、中央処理装置（ＣＰＵ）、マイク
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ロコントローラ、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）など）を含み得る。
【０１０１】
　[0109]図９は、本開示の様々な態様による、低レイテンシＵＬ電力制御をサポートする
ワイヤレスデバイス９００のブロック図を示す。ワイヤレスデバイス９００は、図１～図
４および図８を参照しながら説明した基地局１０５の態様の一例であり得る。ワイヤレス
デバイス９００は、受信機９０５、基地局低レイテンシ電力制御モジュール９１０、また
は送信機９１５を含み得る。ワイヤレスデバイス９００はまた、プロセッサを含み得る。
これらの構成要素の各々は互いに通信していることがある。
【０１０２】
　[0110]受信機９０５は、パケット、ユーザデータ、または様々な情報チャネルに関連す
る制御情報（たとえば、制御チャネル、データチャネル、および低レイテンシＵＬ電力制
御に関係する情報など）などの情報を受信し得る。情報は、基地局低レイテンシ電力制御
モジュール９１０に、およびワイヤレスデバイス９００の他の構成要素に受け渡され得る
。いくつかの例では、受信機９０５は、第１の電力制御パラメータに基づいて第１のＴＴ
Ｉ持続時間に従って第１のＵＬ送信を受信し、第２の電力制御パラメータに基づいて第２
のＴＴＩ持続時間に従って第２のＵＬ送信を受信し得る。いくつかの例では、受信機９０
５は、第２のＤＭＲＳウインドウ中にＵＬデータメッセージを受信し得る。
【０１０３】
　[0111]基地局低レイテンシ電力制御モジュール９１０は、第１のＴＴＩ持続時間に関連
する第１の電力制御パラメータを送信することと、第２のＴＴＩ持続時間に関連する第２
の電力制御パラメータを送信することと、第２のＴＴＩ持続時間は、第１のＴＴＩ持続時
間よりも長いことがあり、第１の電力制御パラメータに基づいて第１のＴＴＩ持続時間に
従って第１のＵＬ送信を受信すること、および第２の電力制御パラメータに基づいて第２
のＴＴＩ持続時間に従って第２のＵＬ送信を受信することとを行い得る。
【０１０４】
　[0112]送信機９１５は、ワイヤレスデバイス９００の他の構成要素から受信された信号
を送信し得る。いくつかの例では、送信機９１５は、トランシーバモジュールにおいて受
信機９０５とコロケートされ得る。送信機９１５は単一のアンテナを含み得るか、または
送信機９１５は複数のアンテナを含み得る。
【０１０５】
　[0113]図１０は、本開示の様々な態様による、低レイテンシＵＬ電力制御をサポートす
るワイヤレスデバイス１０００のブロック図を示す。ワイヤレスデバイス１０００は、図
１～図４、図８および図９を参照しながら説明したワイヤレスデバイス９００または基地
局１０５の態様の一例であり得る。ワイヤレスデバイス１０００は、受信機９０５－ａ、
基地局低レイテンシ電力制御モジュール９１０－ａ、または送信機９１５－ａを含み得る
。ワイヤレスデバイス１０００はまた、プロセッサを含み得る。これらの構成要素の各々
は互いに通信していることがある。基地局低レイテンシ電力制御モジュール９１０－ａは
また、低レイテンシＴＰＣモジュール１００５と非低レイテンシＴＰＣモジュール１０１
０とを含み得る。
【０１０６】
　[0114]受信機９０５－ａは、基地局低レイテンシ電力制御モジュール９１０－ａに、お
よびワイヤレスデバイス１０００の他の構成要素に受け渡され得る情報を受信し得る。基
地局低レイテンシ電力制御モジュール９１０－ａは、図９を参照しながら説明した動作を
実行し得る。送信機９１５－ａは、ワイヤレスデバイス１０００の他の構成要素から受信
された信号を送信し得る。
【０１０７】
　[0115]低レイテンシＴＰＣモジュール１００５は、図２～図４を参照しながら説明した
ように、第１のＴＴＩ持続時間に関連する第１の電力制御パラメータを送信し得る。低レ
イテンシＴＰＣモジュール１００５はまた、第１のＤＭＲＳウインドウ中に第１のＴＰＣ
コマンドを送信し得る。
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【０１０８】
　[0116]図２～図４を参照しながら説明したように、非低レイテンシＴＰＣモジュール１
０１０は、第２のＴＴＩ持続時間に関連する第２の電力制御パラメータを送信し得、第２
のＴＴＩ持続時間は、第１のＴＴＩ持続時間よりも長い。
【０１０９】
　[0117]図１１は、本開示の様々な態様による、低レイテンシＵＬ電力制御のためのワイ
ヤレスデバイス９００またはワイヤレスデバイス１０００の構成要素であり得る基地局低
レイテンシ電力制御モジュール９１０－ｂのブロック図１１００を示す。基地局低レイテ
ンシ電力制御モジュール９１０－ｂは、図９～図１０を参照しながら説明した基地局低レ
イテンシ電力制御モジュール９１０の態様の一例であり得る。基地局低レイテンシ電力制
御モジュール９１０－ｂは、低レイテンシＴＰＣモジュール１００５－ａと、非低レイテ
ンシＴＰＣモジュール１０１０－ａと、基地局ＤＭＲＳウインドウモジュール１１０５と
、ＤＭＲＳモジュール１１１０と、復調器１１１５とを含み得る。これらのモジュールの
各々は、図１０を参照しながら説明した機能を実行し得る。基地局低レイテンシ電力制御
モジュール９１０－ｂはまた、基地局電力ヘッドルーム報告モジュール１１２０を含み得
る。
【０１１０】
　[0118]基地局ＤＭＲＳウインドウモジュール１１０５は、図２～図４を参照しながら説
明したように、第１のＤＭＲＳウインドウと第２のＤＭＲＳウインドウとを識別し得る。
【０１１１】
　[0119]ＤＭＲＳモジュール１１１０は、図２～図４を参照しながら説明したように、第
１のＴＰＣコマンドに基づいて第１のＤＭＲＳウインドウ中に第１のＤＭＲＳを受信し得
る。ＤＭＲＳモジュール１１１０はまた、第２のＤＭＲＳが第２のＤＭＲＳウインドウ中
に受信されたかどうかを決定し得る。
【０１１２】
　[0120]復調器１１１５は、図２～図４を参照しながら説明したように、決定に基づいて
第１のＤＭＲＳまたは第２のＤＭＲＳを使用してＵＬデータメッセージを復調し得る。い
くつかの例では、ＵＬデータメッセージは、第２のＤＭＲＳに基づいて復調され得る。い
くつかの例では、ＵＬデータメッセージは、第２のＤＭＲＳに基づいて復調され得る。
【０１１３】
　[0121]基地局電力ヘッドルーム報告モジュール１１２０は、図２～図４を参照しながら
説明したように、第２のＴＴＩ持続時間に関連する第２の電力ヘッドルームを示す第２の
電力ヘッドルーム報告とともに第１のＴＴＩ持続時間に関連する第１の電力ヘッドルーム
を示す第１の電力ヘッドルーム報告を受信し得る。
【０１１４】
　[0122]図１２は、本開示の様々な態様による、低レイテンシＵＬ電力制御のために構成
された基地局１０５を含むシステム１２００の図を示す。システム１２００は、図１、図
２および図９～図１１を参照しながら説明したワイヤレスデバイス９００、ワイヤレスデ
バイス１０００、または基地局１０５の一例であり得る、基地局１０５－ｅを含み得る。
基地局１０５－ｅは、図９～図１１を参照しながら説明した基地局低レイテンシ電力制御
モジュール９１０の一例であり得る、基地局低レイテンシ電力制御モジュール１２１０を
含み得る。基地局１０５－ｅはまた、通信を送信するための構成要素と通信を受信するた
めの構成要素とを含む、双方向音声およびデータ通信のための構成要素を含み得る。たと
えば、基地局１０５－ｅは、ＵＥ１１５－ｅまたはＵＥ１１５－ｆと双方向に通信し得る
。
【０１１５】
　[0123]いくつかの場合には、基地局１０５－ｅは、１つまたは複数のワイヤードバック
ホールリンクを有し得る。基地局１０５－ｅは、コアネットワーク１３０へのワイヤード
バックホールリンク（たとえば、Ｓ１インターフェースなど）を有し得る。基地局１０５
－ｅはまた、基地局間バックホールリンク（たとえば、Ｘ２インターフェース）を介して
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、基地局１０５－ｆおよび基地局１０５－ｇなど、他の基地局１０５と通信し得る。基地
局１０５の各々は、同じまたは異なるワイヤレス通信技術を使用してＵＥ１１５と通信し
得る。いくつかの場合には、基地局１０５－ｅは、基地局通信モジュール１２２５を利用
して１０５－ｆまたは１０５－ｇなどの他の基地局と通信し得る。いくつかの例では、基
地局通信モジュール１２２５は、基地局１０５のうちのいくつかの間の通信を行うために
、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａワイヤレス通信ネットワーク技術内のＸ２インターフェースを与え
得る。いくつかの例では、基地局１０５－ｅは、コアネットワーク１３０を通して他の基
地局と通信し得る。いくつかの場合には、基地局１０５－ｅは、ネットワーク通信モジュ
ール１２３０を通してコアネットワーク１３０と通信し得る。
【０１１６】
　[0124]基地局１０５－ｅは、プロセッサ１２０５と、（ソフトウェア（ＳＷ）１２２０
を含む）メモリ１２１５と、トランシーバ１２３５と、１つまたは複数のアンテナ１２４
０とを含み得、それらの各々は、（たとえば、バスシステム１２４５を介して）互いに直
接的にまたは間接的に通信していることがある。トランシーバ１２３５は、１つまたは複
数のアンテナ１２４０を介して、マルチモードデバイスであり得るＵＥ１１５と双方向に
通信するように構成され得る。トランシーバ１２３５（または基地局１０５－ｅの他の構
成要素）はまた、アンテナ１２４０を介して、１つまたは複数の他の基地局（図示せず）
と双方向に通信するように構成され得る。トランシーバ１２３５は、パケットを変調し、
変調されたパケットを送信のためにアンテナ１２４０に与え、アンテナ１２４０から受信
されたパケットを復調するように構成されたモデムを含み得る。基地局１０５－ｅは、各
々が１つまたは複数の関連するアンテナ１２４０をもつ、複数のトランシーバ１２３５を
含み得る。トランシーバは、図９の組み合わされた受信機９０５と送信機９１５との一例
であり得る。
【０１１７】
　[0125]メモリ１２１５はＲＡＭとＲＯＭとを含み得る。メモリ１２１５はまた、実行さ
れたとき、プロセッサ１２０５に本明細書で説明する様々な機能（たとえば、低レイテン
シＵＬ電力制御、カバレージ拡張技法を選択すること、呼処理、データベース管理、メッ
セージルーティングなど）を実行させるように構成された命令を含んでいるコンピュータ
可読、コンピュータ実行可能ソフトウェアコード１２２０を記憶し得る。代替的に、ソフ
トウェア１２２０は、プロセッサ１２０５によって直接的に実行可能でないことがあるが
、たとえば、コンパイルされ実行されたとき、コンピュータに本明細書で説明する機能を
実行させるように構成され得る。プロセッサ１２０５は、インテリジェントハードウェア
デバイス、たとえば、ＣＰＵ、マイクロコントローラ、ＡＳＩＣなどを含み得る。プロセ
ッサ１２０５は、エンコーダ、キュー（queue）処理モジュール、ベースバンドプロセッ
サ、無線ヘッドコントローラ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）など、様々な専用プロ
セッサを含み得る。
【０１１８】
　[0126]基地局通信モジュール１２２５は、他の基地局１０５との通信を管理し得る。い
くつかの場合には、通信管理モジュールが、他の基地局１０５と協働してＵＥ１１５との
通信を制御するためのコントローラまたはスケジューラを含み得る。たとえば、基地局通
信モジュール１２２５は、ビームフォーミングまたはジョイント送信などの様々な干渉緩
和技法のためのＵＥ１１５への送信のためのスケジューリングを協調させ得る。
【０１１９】
　[0127]ワイヤレスデバイス５００、ワイヤレスデバイス６００、低レイテンシ電力制御
モジュール５１０、ワイヤレスデバイス９００、ワイヤレスデバイス１０００、およびシ
ステム１２００の構成要素は、適用可能な機能の一部または全部をハードウェアで実行す
るように適応された少なくとも１つのＡＳＩＣを用いて、個々にまたは集合的にインプリ
メントされ（be implemented）得る。代替的に、それらの機能は、少なくとも１つのＩＣ
上で、１つまたは複数の他の処理ユニット（またはコア）によって実行され得る。他の例
では、当技術分野で知られている任意の様式でプログラムされ得る、他のタイプの集積回
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路（たとえば、ストラクチャード／プラットフォームＡＳＩＣ、フィールドプログラマブ
ルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、または別のセミカスタムＩＣ）が使用され得る。各ユニッ
トの機能はまた、全体的または部分的に、１つまたは複数の汎用または特定用途向けプロ
セッサによって実行されるようにフォーマットされた、メモリ中に具現化された命令を用
いてインプリメントされ得る。
【０１２０】
　[0128]図１３は、本開示の様々な態様による、低レイテンシＵＬ電力制御のための方法
１３００を示すフローチャートを示す。方法１３００の動作は、図１～図１２を参照しな
がら説明したように、ＵＥ１１５またはそれの構成要素によってインプリメントされ得る
。たとえば、方法１３００の動作は、図５～図８を参照しながら説明したように、低レイ
テンシ電力制御モジュール５１０によって実行され得る。いくつかの例では、ＵＥ１１５
は、以下で説明する機能を実行するようにＵＥ１１５の機能要素を制御するためのコード
のセットを実行し得る。追加または代替として、ＵＥ１１５は、専用ハードウェアを使用
して、以下で説明する態様機能を実行し得る。
【０１２１】
　[0129]ブロック１３０５において、ＵＥ１１５は、図２～図４を参照しながら説明した
ように、第１のＴＴＩ持続時間のための第１の電力制御パラメータに少なくとも部分的に
基づいて第１のＴＴＩ持続時間のための第１のＵＬ電力制限を決定し得る。いくつかの例
では、ブロック１３０５の動作は、図６を参照しながら説明したように、低レイテンシ電
力制限モジュール６０５によって実行され得る。
【０１２２】
　[0130]ブロック１３１０において、ＵＥ１１５は、図２～図４を参照しながら説明した
ように、第２のＴＴＩ持続時間が第１のＴＴＩ持続時間よりも長いように、第２のＴＴＩ
持続時間のための第２の電力制御パラメータに少なくとも部分的に基づいて第２のＴＴＩ
持続時間のための第２のＵＬ電力制限を決定し得る。いくつかの例では、ブロック１３１
０の動作は、図６を参照しながら説明したように、非低レイテンシ電力制限モジュール６
１０によって実行され得る。
【０１２３】
　[0131]ブロック１３１５において、ＵＥ１１５は、図２～図４を参照しながら説明した
ように、第１のＵＬ電力制限と第２のＵＬ電力制限とに少なくとも部分的に基づいて第１
のＴＴＩ持続時間を有する第１のＴＴＩ中に送信し得る。いくつかの例では、ブロック１
３１５の動作は、図５を参照しながら説明したように、送信機５１５によって実行され得
る。
【０１２４】
　[0132]図１４は、本開示の様々な態様による、低レイテンシＵＬ電力制御のための方法
１４００を示すフローチャートを示す。方法１４００の動作は、図１～図１２を参照しな
がら説明したように、ＵＥ１１５またはそれの構成要素によってインプリメントされ得る
。たとえば、方法１４００の動作は、図５～図８を参照しながら説明したように、低レイ
テンシ電力制御モジュール５１０によって実行され得る。いくつかの例では、ＵＥ１１５
は、以下で説明する機能を実行するようにＵＥ１１５の機能要素を制御するためのコード
のセットを実行し得る。追加または代替として、ＵＥ１１５は、専用ハードウェアを使用
して、以下で説明する態様機能を実行し得る。方法１４００はまた、図１３の方法１３０
０の態様を組み込み得る。
【０１２５】
　[0133]ブロック１４０５において、ＵＥ１１５は、図２～図４を参照しながら説明した
ように、第１のＴＴＩ持続時間のための第１の電力制御パラメータに少なくとも部分的に
基づいて第１のＴＴＩ持続時間のための第１のＵＬ電力制限を決定し得る。いくつかの例
では、ブロック１４０５の動作は、図６を参照しながら説明したように、低レイテンシ電
力制限モジュール６０５によって実行され得る。
【０１２６】
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　[0134]ブロック１４１０において、ＵＥ１１５は、図２～図４を参照しながら説明した
ように、第２のＴＴＩ持続時間が第１のＴＴＩ持続時間よりも長いように、第２のＴＴＩ
持続時間のための第２の電力制御パラメータに少なくとも部分的に基づいて第２のＴＴＩ
持続時間のための第２のＵＬ電力制限を決定し得る。いくつかの例では、ブロック１４１
０の動作は、図６を参照しながら説明したように、非低レイテンシ電力制限モジュール６
１０によって実行され得る。
【０１２７】
　[0135]ブロック１４１５において、ＵＥ１１５は、図２～図４を参照しながら説明した
ように、第１のＵＬ電力制限と第２のＵＬ電力制限とに少なくとも部分的に基づいて第１
のＴＴＩ持続時間を有する第１のＴＴＩ中に送信し得る。いくつかの例では、ブロック１
４１５の動作は、図５を参照しながら説明したように、送信機５１５によって実行され得
る。
【０１２８】
　[0136]ブロック１４２０において、ＵＥ１１５は、図２～図４を参照しながら説明した
ように、第１のＴＴＩ持続時間に関連する第１の電力ヘッドルームと第２のＴＴＩ持続時
間に関連する第２の電力ヘッドルームとを決定し得る。いくつかの例では、ブロック１４
２０の動作は、図７を参照しながら説明したように、電力ヘッドルーム報告モジュール７
１０によって実行され得る。
【０１２９】
　[0137]ブロック１４２５において、ＵＥ１１５は、図２～図４を参照しながら説明した
ように、第２の電力ヘッドルームを示す第２の電力ヘッドルーム報告とともに第１の電力
ヘッドルームを示す第１の電力ヘッドルーム報告を送信し得る。いくつかの例では、ブロ
ック１４２５の動作は、図５を参照しながら説明したように、送信機５１５によって実行
され得る。
【０１３０】
　[0138]図１５は、本開示の様々な態様による、低レイテンシＵＬ電力制御のための方法
１５００を示すフローチャートを示す。方法１５００の動作は、図１～図１２を参照しな
がら説明したように、ＵＥ１１５またはそれの構成要素によってインプリメントされ得る
。たとえば、方法１５００の動作は、図５～図８を参照しながら説明したように、低レイ
テンシ電力制御モジュール５１０によって実行され得る。いくつかの例では、ＵＥ１１５
は、以下で説明する機能を実行するようにＵＥ１１５の機能要素を制御するためのコード
のセットを実行し得る。追加または代替として、ＵＥ１１５は、専用ハードウェアを使用
して、以下で説明する態様機能を実行し得る。方法１５００はまた、図１３～図１４の方
法１３００、および１４００の態様を組み込み得る。
【０１３１】
　[0139]ブロック１５０５において、ＵＥ１１５は、図２～図４を参照しながら説明した
ように、第１の干渉特性に少なくとも部分的に基づいてサブフレームの第１のセットを識
別し、第２の干渉特性に少なくとも部分的に基づいてサブフレームの第２のセットを識別
し得る。いくつかの例では、ブロック１５０５の動作は、図７を参照しながら説明したよ
うに、干渉設定モジュール７１５によって実行され得る。
【０１３２】
　[0140]ブロック１５１０において、ＵＥ１１５は、図２～図４を参照しながら説明した
ように、第１のＵＬ電力制限または第２のＵＬ電力制限が電力制御変数の第１のセットま
たは第２のセットに少なくとも部分的に基づくように、サブフレームの第１のセットのた
めの電力制御変数の第１のセットとサブフレームの第２のセットのための電力制御変数の
第２のセットとを維持し得る。いくつかの例では、ブロック１５１０の動作は、図７を参
照しながら説明したように、干渉設定モジュール７１５によって実行され得る。
【０１３３】
　[0141]ブロック１５１５において、ＵＥ１１５は、図２～図４を参照しながら説明した
ように、第１のＴＴＩ持続時間のための第１の電力制御パラメータに少なくとも部分的に
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基づいて第１のＴＴＩ持続時間のための第１のＵＬ電力制限を決定し得る。いくつかの例
では、ブロック１５１５の動作は、図６を参照しながら説明したように、低レイテンシ電
力制限モジュール６０５によって実行され得る。
【０１３４】
　[0142]ブロック１５２０において、ＵＥ１１５は、図２～図４を参照しながら説明した
ように、第２のＴＴＩ持続時間が第１のＴＴＩ持続時間よりも長いように、第２のＴＴＩ
持続時間のための第２の電力制御パラメータに少なくとも部分的に基づいて第２のＴＴＩ
持続時間のための第２のＵＬ電力制限を決定し得る。いくつかの例では、ブロック１５２
０の動作は、図６を参照しながら説明したように、非低レイテンシ電力制限モジュール６
１０によって実行され得る。
【０１３５】
　[0143]ブロック１５２５において、ＵＥ１１５は、図２～図４を参照しながら説明した
ように、第１のＵＬ電力制限と第２のＵＬ電力制限とに少なくとも部分的に基づいて第１
のＴＴＩ持続時間を有する第１のＴＴＩ中に送信し得る。いくつかの例では、ブロック１
５２５の動作は、図５を参照しながら説明したように、送信機５１５によって実行され得
る。
【０１３６】
　[0144]図１６は、本開示の様々な態様による、低レイテンシＵＬ電力制御のための方法
１６００を示すフローチャートを示す。方法１６００の動作は、図１～図１２を参照しな
がら説明したように、ＵＥ１１５またはそれの構成要素によってインプリメントされ得る
。たとえば、方法１６００の動作は、図５～図８を参照しながら説明したように、低レイ
テンシ電力制御モジュール５１０によって実行され得る。いくつかの例では、ＵＥ１１５
は、以下で説明する機能を実行するようにＵＥ１１５の機能要素を制御するためのコード
のセットを実行し得る。追加または代替として、ＵＥ１１５は、専用ハードウェアを使用
して、以下で説明する態様機能を実行し得る。方法１６００はまた、図１３～図１５の方
法１３００、１４００、および１５００の態様を組み込み得る。
【０１３７】
　[0145]ブロック１６０５において、ＵＥ１１５は、図２～図４を参照しながら説明した
ように、第１のＴＴＩ持続時間のための第１の電力制御パラメータに少なくとも部分的に
基づいて第１のＴＴＩ持続時間のための第１のＵＬ電力制限を決定し得る。いくつかの例
では、ブロック１６０５の動作は、図６を参照しながら説明したように、低レイテンシ電
力制限モジュール６０５によって実行され得る。
【０１３８】
　[0146]ブロック１６１０において、ＵＥ１１５は、図２～図４を参照しながら説明した
ように、第２のＴＴＩ持続時間が第１のＴＴＩ持続時間よりも長いように、第２のＴＴＩ
持続時間のための第２の電力制御パラメータに少なくとも部分的に基づいて第２のＴＴＩ
持続時間のための第２のＵＬ電力制限を決定し得る。いくつかの例では、ブロック１６１
０の動作は、図６を参照しながら説明したように、非低レイテンシ電力制限モジュール６
１０によって実行され得る。
【０１３９】
　[0147]ブロック１６１５において、ＵＥ１１５は、図２～図４を参照しながら説明した
ように、第２のＴＴＩが第１のＴＴＩを含むように、第１のＴＴＩのための第１のメッセ
ージが、第２のＴＴＩ持続時間を有する第２のＴＴＩのための第２のメッセージ中に発生
するようにスケジュールされるかどうかを決定し得る。いくつかの例では、ブロック１６
１５の動作は、図７を参照しながら説明したように、電力調整モジュール７２０によって
実行され得る。
【０１４０】
　[0148]ブロック１６２０において、ＵＥ１１５は、図２～図４を参照しながら説明した
ように、第１のメッセージが第２のメッセージ中に発生すると決定されたかどうかに少な
くとも部分的に基づいて第２のメッセージのための第２のＵＬ電力制限に調整ファクタを
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適用し得る。いくつかの例では、ブロック１６２０の動作は、図７を参照しながら説明し
たように、電力調整モジュール７２０によって実行され得る。
【０１４１】
　[0149]ブロック１６２５において、ＵＥ１１５は、図２～図４を参照しながら説明した
ように、第１のＵＬ電力制限と第２のＵＬ電力制限とに少なくとも部分的に基づいて第１
のＴＴＩ持続時間を有する第１のＴＴＩ中に送信し得る。いくつかの例では、ブロック１
６２５の動作は、図５を参照しながら説明したように、送信機５１５によって実行され得
る。
【０１４２】
　[0150]図１７は、本開示の様々な態様による、低レイテンシＵＬ電力制御のための方法
１７００を示すフローチャートを示す。方法１７００の動作は、図１～図１２を参照しな
がら説明したように、ＵＥ１１５またはそれの構成要素によってインプリメントされ得る
。たとえば、方法１７００の動作は、図５～図８を参照しながら説明したように、低レイ
テンシ電力制御モジュール５１０によって実行され得る。いくつかの例では、ＵＥ１１５
は、以下で説明する機能を実行するようにＵＥ１１５の機能要素を制御するためのコード
のセットを実行し得る。追加または代替として、ＵＥ１１５は、専用ハードウェアを使用
して、以下で説明する態様機能を実行し得る。方法１７００はまた、図１３～図１６の方
法１３００、１４００、１５００、および１６００の態様を組み込み得る。
【０１４３】
　[0151]ブロック１７０５において、ＵＥ１１５は、図２～図４を参照しながら説明した
ように、第１のＤＭＲＳウインドウと第２のＤＭＲＳウインドウとを識別し得る。いくつ
かの例では、ブロック１７０５の動作は、図７を参照しながら説明したように、ＤＭＲＳ
ウインドウモジュール７２５によって実行され得る。
【０１４４】
　[0152]ブロック１７１０において、ＵＥ１１５は、図２～図４を参照しながら説明した
ように、第１のＤＭＲＳウインドウ中に第１のＴＰＣコマンドを受信し得る。いくつかの
例では、ブロック１７１０の動作は、図７を参照しながら説明したように、閉ループ電力
制御モジュール７３０によって実行され得る。
【０１４５】
　[0153]ブロック１７１５において、ＵＥ１１５は、図２～図４を参照しながら説明した
ように、第２のＴＰＣコマンドが第２のＤＭＲＳウインドウ中に受信されるかどうかを決
定し得る。いくつかの例では、ブロック１７１５の動作は、図７を参照しながら説明した
ように、ＤＭＲＳウインドウモジュール７２５によって実行され得る。
【０１４６】
　[0154]ブロック１７２０において、ＵＥ１１５は、図２～図４を参照しながら説明した
ように、決定に少なくとも部分的に基づいて第２のＤＭＲＳウインドウ中にＵＬデータメ
ッセージを送信し得る。いくつかの例では、ブロック１７２０の動作は、図５を参照しな
がら説明したように、送信機５１５によって実行され得る。
【０１４７】
　[0155]図１８は、本開示の様々な態様による、低レイテンシＵＬ電力制御のための方法
１８００を示すフローチャートを示す。方法１８００の動作は、図１～図１２を参照しな
がら説明したように、ＵＥ１１５またはそれの構成要素によってインプリメントされ得る
。たとえば、方法１８００の動作は、図５～図８を参照しながら説明したように、低レイ
テンシ電力制御モジュール５１０によって実行され得る。いくつかの例では、ＵＥ１１５
は、以下で説明する機能を実行するようにＵＥ１１５の機能要素を制御するためのコード
のセットを実行し得る。追加または代替として、ＵＥ１１５は、専用ハードウェアを使用
して、以下で説明する態様機能を実行し得る。方法１８００はまた、図１３～図１７の方
法１３００、１４００、１５００、１６００、および１７００の態様を組み込み得る。
【０１４８】
　[0156]ブロック１８０５において、ＵＥ１１５は、図２～図４を参照しながら説明した
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ように、第１のＤＭＲＳウインドウと第２のＤＭＲＳウインドウとを識別し得る。いくつ
かの例では、ブロック１８０５の動作は、図７を参照しながら説明したように、ＤＭＲＳ
ウインドウモジュール７２５によって実行され得る。
【０１４９】
　[0157]ブロック１８１０において、ＵＥ１１５は、図２～図４を参照しながら説明した
ように、第１のＤＭＲＳウインドウ中に第１のＴＰＣコマンドを受信し得る。いくつかの
例では、ブロック１８１０の動作は、図７を参照しながら説明したように、閉ループ電力
制御モジュール７３０によって実行され得る。
【０１５０】
　[0158]ブロック１８１５において、ＵＥ１１５は、図２～図４を参照しながら説明した
ように、第２のＤＭＲＳウインドウ中に第２のＴＰＣコマンドを受信し得る。いくつかの
例では、ブロック１８１５の動作は、図７を参照しながら説明したように、閉ループ電力
制御モジュール７３０によって実行され得る。
【０１５１】
　[0159]ブロック１８２０において、ＵＥ１１５は、図２～図４を参照しながら説明した
ように、第２のＴＰＣコマンドが第２のＤＭＲＳウインドウ中に受信されるかどうかを決
定し得る。いくつかの例では、ブロック１８２０の動作は、図７を参照しながら説明した
ように、ＤＭＲＳウインドウモジュール７２５によって実行され得る。
【０１５２】
　[0160]ブロック１８２５において、ＵＥ１１５は、図２～図４を参照しながら説明した
ように、ＵＬデータメッセージが第２のＤＭＲＳウインドウの最初のシンボル期間の間に
スケジュールされると決定し得る。いくつかの例では、ブロック１８２５の動作は、図７
を参照しながら説明したように、ＤＭＲＳウインドウモジュール７２５によって実行され
得る。
【０１５３】
　[0161]ブロック１８３０において、ＵＥ１１５は、図２～図４を参照しながら説明した
ように、ＵＬデータメッセージが最初のシンボル期間の間にスケジュールされるかどうか
、または第２のＴＰＣコマンドが第２のＤＭＲＳウインドウ中に受信されるかどうか、ま
たはその両方の決定に少なくとも部分的に基づいて第２のＤＭＲＳウインドウ中にＵＬデ
ータメッセージを送信し得る。いくつかの例では、ブロック１８３０の動作は、図５を参
照しながら説明したように、送信機５１５によって実行され得る。
【０１５４】
　[0162]図１９は、本開示の様々な態様による、低レイテンシＵＬ電力制御のための方法
１９００を示すフローチャートを示す。方法１９００の動作は、図１～図１２を参照しな
がら説明したように、基地局１０５またはそれの構成要素によってインプリメントされ得
る。たとえば、方法１９００の動作は、図９～図１２を参照しながら説明したように、基
地局低レイテンシ電力制御モジュール９１０によって実行され得る。いくつかの例では、
基地局１０５は、以下で説明する機能を実行するように基地局１０５の機能要素を制御す
るためのコードのセットを実行し得る。追加または代替として、基地局１０５は、専用ハ
ードウェアを使用して、以下で説明する態様機能を実行し得る。方法１９００はまた、図
１３～図１８の方法１３００、１４００、１５００、１６００、１７００、および１８０
０の態様を組み込み得る。
【０１５５】
　[0163]ブロック１９０５において、基地局１０５は、図２～図４を参照しながら説明し
たように、第１のＴＴＩ持続時間に関連する第１の電力制御パラメータを送信し得る。い
くつかの例では、ブロック１９０５の動作は、図１０を参照しながら説明したように、低
レイテンシＴＰＣモジュール１００５によって実行され得る。
【０１５６】
　[0164]ブロック１９１０において、基地局１０５は、図２～図４を参照しながら説明し
たように、第２のＴＴＩ持続時間が第１のＴＴＩ持続時間よりも長いように、第２のＴＴ
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Ｉ持続時間に関連する第２の電力制御パラメータを送信し得る。いくつかの例では、ブロ
ック１９１０の動作は、図１０を参照しながら説明したように、非低レイテンシＴＰＣモ
ジュール１０１０によって実行され得る。
【０１５７】
　[0165]ブロック１９１５において、基地局１０５は、図２～図４を参照しながら説明し
たように、第１の電力制御パラメータに少なくとも部分的に基づいて第１のＴＴＩ持続時
間に従って第１のＵＬ送信を受信し、第２の電力制御パラメータに少なくとも部分的に基
づいて第２のＴＴＩ持続時間に従って第２のＵＬ送信を受信し得る。いくつかの例では、
ブロック１９１５の動作は、図９を参照しながら説明したように、受信機９０５によって
実行され得る。
【０１５８】
　[0166]図２０は、本開示の様々な態様による、低レイテンシＵＬ電力制御のための方法
２０００を示すフローチャートを示す。方法２０００の動作は、図１～図１２を参照しな
がら説明したように、基地局１０５またはそれの構成要素によってインプリメントされ得
る。たとえば、方法２０００の動作は、図９～図１２を参照しながら説明したように、基
地局低レイテンシ電力制御モジュール９１０によって実行され得る。いくつかの例では、
基地局１０５は、以下で説明する機能を実行するように基地局１０５の機能要素を制御す
るためのコードのセットを実行し得る。追加または代替として、基地局１０５は、専用ハ
ードウェアを使用して、以下で説明する態様機能を実行し得る。方法２０００はまた、図
１３～図１９の方法１３００、１４００、１５００、１６００、１７００、１８００、お
よび１９００の態様を組み込み得る。
【０１５９】
　[0167]ブロック２００５において、基地局１０５は、図２～図４を参照しながら説明し
たように、第１のＤＭＲＳウインドウと第２のＤＭＲＳウインドウとを識別し得る。いく
つかの例では、ブロック２００５の動作は、図７を参照しながら説明したように、ＤＭＲ
Ｓウインドウモジュール７２５によって実行され得る。
【０１６０】
　[0168]ブロック２０１０において、基地局１０５は、図２～図４を参照しながら説明し
たように、第１のＤＭＲＳウインドウ中に第１のＴＰＣコマンドを送信し得る。いくつか
の例では、ブロック２０１０の動作は、図１０を参照しながら説明したように、低レイテ
ンシＴＰＣモジュール１００５によって実行され得る。
【０１６１】
　[0169]ブロック２０１５において、基地局１０５は、図２～図４を参照しながら説明し
たように、第１のＴＰＣコマンドに少なくとも部分的に基づいて第１のＤＭＲＳウインド
ウ中に第１のＤＭＲＳを受信し得る。いくつかの例では、ブロック２０１５の動作は、図
１０を参照しながら説明したように、ＤＭＲＳモジュール１１１０によって実行され得る
。
【０１６２】
　[0170]ブロック２０２０において、基地局１０５は、図２～図４を参照しながら説明し
たように、第２のＤＭＲＳが第２のＤＭＲＳウインドウ中に受信されたかどうかを決定し
得る。いくつかの例では、ブロック２０２０の動作は、図１０を参照しながら説明したよ
うに、ＤＭＲＳモジュール１１１０によって実行され得る。
【０１６３】
　[0171]ブロック２０２５において、基地局１０５は、図２～図４を参照しながら説明し
たように、第２のＤＭＲＳウインドウ中にＵＬデータメッセージを受信し得る。いくつか
の例では、ブロック２０２５の動作は、図９を参照しながら説明したように、受信機９０
５によって実行され得る。
【０１６４】
　[0172]ブロック２０３０において、基地局１０５は、図２～図４を参照しながら説明し
たように、決定に少なくとも部分的に基づいて第１のＤＭＲＳまたは第２のＤＭＲＳを使
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用してＵＬデータメッセージを復調し得る。いくつかの例では、ブロック２０３０の動作
は、図１０を参照しながら本明細書で説明したように、復調器１１１５によって実行され
得る。
【０１６５】
　[0173]したがって、方法１３００、１４００、１５００、１６００、１７００、１８０
０、１９００、および２０００は、低レイテンシＵＬ電力制御を与え得る。方法１３００
、１４００、１５００、１６００、１７００、１８００、１９００、および２０００は可
能なインプリメンテーション（implementation）を説明していること、ならびに動作およ
びステップは、他のインプリメンテーションが可能であるように、並べ替えられるかまた
は場合によっては修正され得ることに留意されたい。いくつかの例では、方法１３００、
１４００、１５００、１６００、１７００、１８００、１９００、および２０００のうち
の２つまたはそれより多くからの態様が組み合わされ得る。
【０１６６】
　[0174]本明細書の説明は例を与えるものであり、特許請求の範囲に記載される範囲、適
用可能性、または例を限定するものではない。本開示の範囲から逸脱することなく、説明
した要素の機能および構成において変更が行われ得る。様々な例は、適宜に、様々な手順
または構成要素を省略、置換、または追加し得る。また、いくつかの例に関して説明され
る特徴は、他の例において組み合わされ得る。
【０１６７】
　[0175]本明細書で説明した技法は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）、時分割多元接続（
ＴＤＭＡ）、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）
、シングルキャリア周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）、および他のシステムなど、
様々なワイヤレス通信システムのために使用され得る。「システム」および「ネットワー
ク」という用語はしばしば互換的に使用される。ＣＤＭＡシステムは、ＣＤＭＡ２０００
、ユニバーサル地上波無線アクセス（ＵＴＲＡ）などの無線技術をインプリメントし得る
。ＣＤＭＡ２０００は、ＩＳ－２０００、ＩＳ－９５、およびＩＳ－８５６規格をカバー
する。ＩＳ－２０００リリース０およびＡは、一般に、ＣＤＭＡ２０００　１Ｘ、１Ｘな
どと呼ばれる。ＩＳ－８５６（ＴＩＡ－８５６）は、一般に、ＣＤＭＡ２０００　１ｘＥ
Ｖ－ＤＯ、高速パケットデータ（ＨＲＰＤ：High Rate Packet Data）などと呼ばれる。
ＵＴＲＡは、広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ（登録商標））とＣＤＭＡの他の変形態とを含
む。ＴＤＭＡシステムは、モバイル通信用グローバルシステム（ＧＳＭ（登録商標））な
どの無線技術をインプリメントし得る。ＯＦＤＭＡシステムは、ウルトラモバイルブロー
ドバンド（ＵＭＢ）、発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ：Evolved UTRA）、ＩＥＥＥ８０２
．１１（Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ（登録商標））
、ＩＥＥＥ８０２．２０、Ｆｌａｓｈ－ＯＦＤＭなどの無線技術をインプリメントし得る
。ＵＴＲＡおよびＥ－ＵＴＲＡは、Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｌｅｃｏｍ
ｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ　ｓｙｓｔｅｍ（ＵＭＴＳ）の一部である。第３世代パートナー
シッププロジェクト（３ＧＰＰ（登録商標））ＬＴＥおよびＬＴＥ－Ａは、Ｅ－ＵＴＲＡ
を使用するＵＭＴＳの新しいリリースである。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴ
Ｅ、ＬＴＥ－ＡおよびＧＳＭは、３ＧＰＰと称する団体からの文書に記載されている。Ｃ
ＤＭＡ２０００およびＵＭＢは、「第３世代パートナーシッププロジェクト２」（３ＧＰ
Ｐ２）と称する団体からの文書に記載されている。本明細書で説明した技法は、上述のシ
ステムおよび無線技術ならびに他のシステムおよび無線技術に使用され得る。しかしなが
ら、本明細書の説明は、例としてＬＴＥシステムについて説明し、上記の説明の大部分に
おいてＬＴＥ用語が使用されるが、本技法はＬＴＥの適用例以外に適用可能である。
【０１６８】
　[0176]本明細書で説明するそのようなネットワークを含むＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワ
ークでは、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）という用語は、概して、基地局を表すために使用さ
れ得る。本明細書で説明する１つまたは複数のワイヤレス通信システムは、異なるタイプ
のｅＮＢが様々な地理的領域にカバレージを与える異種ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワーク
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を含み得る。たとえば、各ｅＮＢまたは基地局は、マクロセル、スモールセル、または他
のタイプのセルに通信カバレージを与え得る。「セル」という用語は、コンテキストに応
じて、基地局、基地局に関連するキャリアもしくはコンポーネントキャリア、またはキャ
リアもしくは基地局のカバレージエリア（たとえば、セクタなど）を記述するために使用
され得る３ＧＰＰ用語である。
【０１６９】
　[0177]基地局は、基地トランシーバ局、無線基地局、アクセスポイント、無線トランシ
ーバ、ノードＢ、ｅＮＢ、ホームノードＢ、ホームｅノードＢ、または何らかの他の適切
な用語を含み得るか、またはそのように当業者によって呼ばれることがある。基地局のた
めの地理的カバレージエリアは、カバレージエリアの一部分のみを構成するセクタに分割
され得る。本明細書で説明される１つまたは複数のワイヤレス通信システムは、異なるタ
イプの基地局（たとえば、マクロまたはスモールセル基地局）を含み得る。本明細書で説
明するＵＥは、マクロｅＮＢ、スモールセルｅＮＢ、リレー基地局などを含む、様々なタ
イプの基地局およびネットワーク機器と通信することが可能であり得る。異なる技術のた
めの重複する地理的カバレージエリアがあり得る。
【０１７０】
　[0178]マクロセルは、概して、比較的大きい地理的エリア（たとえば、半径数キロメー
トル）をカバーし、ネットワークプロバイダのサービスに加入しているＵＥによる無制限
アクセスを可能にし得る。スモールセルは、マクロセルと同じまたは異なる（たとえば、
ライセンスされた、ライセンスされていないなどの）周波数帯域で動作し得る、マクロセ
ルと比較して低電力の基地局である。スモールセルは、様々な例によれば、ピコセルと、
フェムトセルと、マイクロセルとを含み得る。ピコセルは、たとえば、小さい地理的エリ
アをカバーすることができ、ネットワークプロバイダのサービスに加入しているＵＥによ
る無制限アクセスを可能にすることができる。また、フェムトセルは、小さい地理的エリ
ア（たとえば、自宅）をカバーし得、フェムトセルとの関連を有するＵＥ（たとえば、限
定加入者グループ（ＣＳＧ：closed subscriber group）中のＵＥ、自宅内のユーザのた
めのＵＥなど）による制限付きアクセスを与え得る。マクロセルのためのｅＮＢは、マク
ロｅＮＢと呼ばれることがある。スモールセルのためのｅＮＢは、スモールセルｅＮＢ、
ピコｅＮＢ、フェムトｅＮＢ、またはホームｅＮＢと呼ばれることがある。ｅＮＢは、１
つまたは複数（たとえば、２つ、３つ、４つなど）のセル（たとえば、コンポーネントキ
ャリア）をサポートし得る。ＵＥは、マクロｅＮＢ、スモールセルｅＮＢ、リレー基地局
などを含む、様々なタイプの基地局およびネットワーク機器と通信することが可能であり
得る。
【０１７１】
　[0179]本明細書で説明する１つまたは複数のワイヤレス通信システムは、同期動作また
は非同期動作をサポートし得る。同期動作の場合、基地局は、同様のフレームタイミング
を有し得、異なる基地局からの送信は、時間的にほぼアラインされ（be approximately a
ligned）得る。非同期動作の場合、基地局は異なるフレームタイミングを有し得、異なる
基地局からの送信は時間的にアラインされないことがある。本明細書で説明する技法は、
同期動作または非同期動作のいずれかのために使用され得る。
【０１７２】
　[0180]本明細書で説明するＤＬ送信は順方向リンク送信と呼ばれることもあり、ＵＬ送
信は逆方向リンク送信と呼ばれることもある。たとえば、図１および図２のワイヤレス通
信システム１００および２００を含む本明細書で説明する各通信リンクは、１つまたは複
数のキャリアを含み得、ここで、各キャリアは、複数のサブキャリア（たとえば、異なる
周波数の波形信号）から構成される信号であり得る。各変調された信号は、異なるサブキ
ャリア上で送られ得、制御情報（たとえば、基準信号、制御チャネルなど）、オーバーヘ
ッド情報、ユーザデータなどを搬送し得る。本明細書で説明する通信リンク（たとえば、
図１の通信リンク１２５）は、周波数分割複信（ＦＤＤ）動作を使用して（たとえば、対
（paired）スペクトルリソースを使用して）または時分割複信（ＴＤＤ）動作を使用して
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（たとえば、不対（unpaired）スペクトルリソースを使用して）双方向通信を送信し得る
。ＦＤＤ（たとえば、フレーム構造タイプ１）およびＴＤＤ（たとえば、フレーム構造タ
イプ２）のためのフレーム構造が定義され得る。
【０１７３】
　[0181]添付の図面に関して本明細書に記載された説明は、例示的な構成を説明しており
、インプリメントされ得るまたは特許請求の範囲内に入るすべての例を表すとは限らない
。本明細書で使用される「例示的」という用語は、「例、事例、または例示の働きをする
こと」を意味し、「好ましい」または「他の例よりも有利な」を意味しない。詳細な説明
は、説明される技法の理解を与えるための具体的な詳細を含む。ただし、これらの技法は
、これらの具体的な詳細なしに実施され得る。いくつかの事例では、説明した例の概念を
不明瞭にすることを回避するために、よく知られている構造およびデバイスがブロック図
の形式で示される。
【０１７４】
　[0182]添付の図では、同様の構成要素または特徴は同じ参照ラベルを有し得る。さらに
、同じタイプの様々な構成要素が、参照ラベルの後に、ダッシュと、同様の構成要素を区
別する第２のラベルとを続けることによって区別され得る。第１の参照ラベルだけが本明
細書において使用される場合、その説明は、第２の参照ラベルにかかわらず、同じ第１の
参照ラベルを有する同様の構成要素のいずれにも適用可能である。
【０１７５】
　[0183]本明細書で説明した情報および信号は、多種多様な技術および技法のいずれかを
使用して表され得る。たとえば、上の説明全体にわたって参照され得るデータ、命令、コ
マンド、情報、信号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電磁波、磁場も
しくは磁気粒子、光場もしくは光粒子、またはそれらの任意の組合せによって表され得る
。
【０１７６】
　[0184]本明細書の開示に関して説明した様々な例示的なブロックおよびモジュールは、
汎用プロセッサ、ＤＳＰ、ＡＳＩＣ、ＦＰＧＡもしくは他のプログラマブル論理デバイス
、個別ゲートもしくはトランジスタ論理、個別ハードウェア構成要素、または本明細書で
説明した機能を実行するように設計されたそれらの任意の組合せを用いてインプリメント
または実行され得る。汎用プロセッサはマイクロプロセッサであり得るが、代替として、
プロセッサは、任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、または
状態機械であり得る。プロセッサは、コンピューティングデバイスの組合せ（たとえば、
ＤＳＰとマイクロプロセッサとの組合せ、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと連携
する１つまたは複数のマイクロプロセッサ、あるいは任意の他のそのような構成）として
もインプリメントされ得る。
【０１７７】
　[0185]本明細書で説明する機能は、ハードウェア、プロセッサによって実行されるソフ
トウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せでインプリメントされ得る。プ
ロセッサによって実行されるソフトウェアでインプリメントされる場合、機能は、１つま
たは複数の命令またはコードとしてコンピュータ可読媒体上に記憶されるか、あるいはコ
ンピュータ可読媒体を介して送信され得る。他の例およびインプリメンテーションは、本
開示の範囲および添付の特許請求の範囲内に入る。たとえば、ソフトウェアの性質により
、上記で説明した機能は、プロセッサによって実行されるソフトウェア、ハードウェア、
ファームウェア、ハードワイヤリング、またはこれらのうちのいずれかの組合せを使用し
てインプリメントされ得る。機能をインプリメントする特徴はまた、異なる物理的ロケー
ションにおいて機能の部分がインプリメントされるように分散されることを含めて、様々
な位置に物理的に配置され得る。また、特許請求の範囲中を含む本明細書で使用する「お
よび／または」という用語は、２つ以上の項目の列挙において使用されるとき、列挙され
た項目のうちのいずれか１つが単独で採用され得るか、または列挙された項目のうちの２
つ以上の任意の組合せが採用され得ることを意味する。たとえば、組成が構成要素Ａ、Ｂ
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、および／またはＣを含んでいるものとして説明される場合、その組成は、Ａのみ、Ｂの
み、Ｃのみ、ＡとＢの組合せ、ＡとＣの組合せ、ＢとＣの組合せ、またはＡとＢとＣの組
合せを含んでいることがある。また、特許請求の範囲を含めて、本明細書で使用されると
き、項目の列挙（たとえば、「のうちの少なくとも１つ」あるいは「のうちの１つまたは
複数」などの句で終わる項目の列挙）の中で使用されるような「または」は、たとえば、
「Ａ、Ｂ、またはＣのうちの少なくとも１つ」という列挙が、ＡまたはＢまたはＣまたは
ＡＢまたはＡＣまたはＢＣまたはＡＢＣ（すなわち、ＡおよびＢおよびＣ）を意味するよ
うな選言的列挙を示す。
【０１７８】
　[0186]コンピュータ可読媒体は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの
転送を容易にする任意の媒体を含む、非一時的コンピュータ記憶媒体と通信媒体の両方を
含む。非一時的記憶媒体は、汎用または専用コンピュータによってアクセスされ得る任意
の利用可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、非一時的コンピュータ可読媒体は
、ＲＡＭ、ＲＯＭ、電気的消去可能プログラマブル読取り専用メモリ（ＥＥＰＲＯＭ（登
録商標））、コンパクトディスク（ＣＤ）ＲＯＭまたは他の光ディスクストレージ、磁気
ディスクストレージまたは他の磁気ストレージデバイス、あるいは命令またはデータ構造
の形態の所望のプログラムコード手段を搬送または記憶するために使用され得、汎用もし
くは専用コンピュータ、または汎用もしくは専用プロセッサによってアクセスされ得る、
任意の他の非一時的媒体を含むことができる。また、いかなる接続もコンピュータ可読媒
体と適切に呼ばれる。たとえば、ソフトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル
、ツイストペア、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ
波などのワイヤレス技術を使用して、ウェブサイト、サーバ、または他のリモートソース
から送信される場合、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、デジタル加
入者回線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術は、
媒体の定義に含まれる。本明細書で使用されるディスク（disk）およびディスク（disc）
は、ＣＤ、レーザーディスク（登録商標）（disc）、光ディスク（disc）、デジタル多用
途ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク（disk）およびＢｌｕ
－ｒａｙ（登録商標）ディスク（disc）を含み、ここで、ディスク（disk）は、通常、デ
ータを磁気的に再生し、ディスク（disc）は、データをレーザーで光学的に再生する。上
記のものの組合せもコンピュータ可読媒体の範囲内に含まれる。
【０１７９】
　[0187]当業者には既知であるか、または後で知られるようになる、本開示全体にわたっ
て記載された様々な態様の要素に対するすべての構造的および機能的均等物は、参照によ
り本明細書に明確に組み込まれ、特許請求の範囲によって包含されるものである。その上
、本明細書で開示されたいかなることも、そのような開示が特許請求の範囲に明示的に具
陳されているかどうかにかかわらず、公に供されるものではない。「モジュール」、「機
構」、「要素」、「デバイス」などという単語は、「手段」という単語の代用ではないこ
とがある。したがって、いかなるクレーム要素も、その要素が「ための手段」という句を
使用して明確に具陳されていない限り、ミーンズプラスファンクションとして解釈される
べきではない。
【０１８０】
　[0188]本明細書での説明は、当業者が本開示を作成または使用することができるように
与えられたものである。本開示への様々な修正は当業者には容易に明らかとなり、本明細
書で定義された一般原理は、本開示の範囲から逸脱することなく他の変形形態に適用され
得る。したがって、本開示は、本明細書で説明した例および設計に限定されるべきでなく
、本明細書で開示された原理および新規の特徴に合致する最も広い範囲を与えられるべき
である。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
　　［Ｃ１］
　ワイヤレス通信の方法であって、
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　第１の送信時間間隔（ＴＴＩ）持続時間のための第１の電力制御パラメータに少なくと
も部分的に基づいて前記第１のＴＴＩ持続時間のための第１のアップリンク（ＵＬ）電力
制限を決定することと、
　第２のＴＴＩ持続時間のための第２の電力制御パラメータに少なくとも部分的に基づい
て前記第２のＴＴＩ持続時間のための第２のＵＬ電力制限を決定することと、ここにおい
て、前記第２のＴＴＩ持続時間が、前記第１のＴＴＩ持続時間よりも長い、
　前記第１のＵＬ電力制限と前記第２のＵＬ電力制限とに少なくとも部分的に基づいて前
記第１のＴＴＩ持続時間を有する第１のＴＴＩ中に送信することと
　を備える、方法。
　　［Ｃ２］
　前記第１のＴＴＩ中に送信することが、
　前記第１のＵＬ電力制限に少なくとも部分的に基づいて前記第１のＴＴＩ持続時間を有
する前記第１のＴＴＩ中に第１のメッセージを送信することと、
　前記第２のＵＬ電力制限に少なくとも部分的に基づいて前記第２のＴＴＩ持続時間を有
する第２のＴＴＩ中に第２のメッセージを送信することと、ここにおいて、前記第２のＴ
ＴＩが、前記第１のＴＴＩを備える、
　を備える、Ｃ１に記載の方法。
　　［Ｃ３］
　前記第１のＴＴＩを備える前記第２のＴＴＩに少なくとも部分的に基づいて前記第１の
ＵＬ電力制限と前記第２のＵＬ電力制限とのセル最大送信電力パラメータを調整すること
　をさらに備える、Ｃ２に記載の方法。
　　［Ｃ４］
　前記第１のＴＴＩ持続時間に関連する第１の電力ヘッドルームと前記第２のＴＴＩ持続
時間に関連する第２の電力ヘッドルームとを決定することと、
　前記第２の電力ヘッドルームを示す第２の電力ヘッドルーム報告とともに前記第１の電
力ヘッドルームを示す第１の電力ヘッドルーム報告を送信することと
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
　　［Ｃ５］
　第１の干渉特性に少なくとも部分的に基づいてサブフレームの第１のセットを識別する
こと、および第２の干渉特性に少なくとも部分的に基づいてサブフレームの第２のセット
を識別することを行うことと、
　サブフレームの前記第１のセットのための電力制御変数の第１のセットとサブフレーム
の前記第２のセットのための電力制御変数の第２のセットとを維持することと、ここにお
いて、前記第１のＵＬ電力制限または前記第２のＵＬ電力制限が、電力制御変数の前記第
１のセットまたは電力制御変数の前記第２のセットに少なくとも部分的に基づく、
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
　　［Ｃ６］
　前記第１のＴＴＩのための第１のメッセージが、前記第２のＴＴＩ持続時間を有する第
２のＴＴＩのための第２のメッセージ中に発生するようにスケジュールされるかどうかを
決定することと、ここにおいて、前記第２のＴＴＩが、前記第１のＴＴＩを備える、
　前記第１のメッセージが前記第２のメッセージ中に発生すると決定されたかどうかに少
なくとも部分的に基づいて前記第２のメッセージのための前記第２のＵＬ電力制限に調整
ファクタを適用することと
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
　　［Ｃ７］
　前記第１のＴＴＩ中に送信することが、
　前記第１のＵＬ電力制限に少なくとも部分的に基づいて前記第１のメッセージを送信す
ること、および適用された調整ファクタをもつ前記第２のＵＬ電力制限に少なくとも部分
的に基づいて前記第２のメッセージを送信することを行うこと
　を備える、Ｃ６に記載の方法。
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　　［Ｃ８］
　前記調整ファクタが、前記第１のＴＴＩ持続時間に関連する第１の電力ヘッドルームと
前記第２のＴＴＩ持続時間に関連する第２の電力ヘッドルームとに少なくとも部分的に基
づく、Ｃ６に記載の方法。
　　［Ｃ９］
　前記調整ファクタが、前記第１のＵＬ電力制限と前記調整ファクタをもつ前記第２のＵ
Ｌ電力制限との和がセル最大送信電力パラメータに等しくなるように計算される、Ｃ６に
記載の方法。
　　［Ｃ１０］
　電力バックオフのセットから前記調整ファクタを選択すること
　をさらに備える、Ｃ６に記載の方法。
　　［Ｃ１１］
　電力バックオフの前記セットが、電力制限付き低レイテンシバックオフ、電力制限なし
低レイテンシバックオフ、低レイテンシバックオフ、非低レイテンシバックオフ、または
それらの任意の組合せを備える、Ｃ１０に記載の方法。
　　［Ｃ１２］
　ワイヤレス通信の方法であって、
　第１の復調基準信号（ＤＭＲＳ）ウインドウと第２のＤＭＲＳウインドウとを識別する
ことと、
　前記第１のＤＭＲＳウインドウ中に第１の送信電力制御（ＴＰＣ）コマンドを受信する
ことと、
　第２のＴＰＣコマンドが前記第２のＤＭＲＳウインドウ中に受信されるかどうかを決定
することと、
　前記第２のＴＰＣコマンドが前記第２のＤＭＲＳウインドウ中に受信されるかどうかの
前記決定に少なくとも部分的に基づいて前記第２のＤＭＲＳウインドウ中にＵＬデータメ
ッセージを送信することと
　を備える、方法。
　　［Ｃ１３］
　前記第２のＤＭＲＳウインドウ中に前記第２のＴＰＣコマンドを受信することと、
　前記ＵＬデータメッセージが、前記第２のＤＭＲＳウインドウの最初のシンボル期間の
間にスケジュールされると決定することと、
　前記ＵＬデータメッセージが、前記第２のＤＭＲＳウインドウの前記最初のシンボル期
間の間にスケジュールされるとの前記決定に少なくとも部分的に基づいて前記第１のＴＰ
Ｃコマンドに従って前記第２のＤＭＲＳウインドウ中に前記ＵＬデータメッセージを送信
することと
　をさらに備える、Ｃ１２に記載の方法。
　　［Ｃ１４］
　前記ＵＬデータメッセージを送信した後に前記第２のＤＭＲＳウインドウ中にＤＭＲＳ
を送信することと、
　前記ＤＭＲＳを送信した後に第２のＵＬデータメッセージを送信することと、ここにお
いて、前記第２のＵＬデータメッセージが前記第２のＴＰＣコマンドに従って、前記ＤＭ
ＲＳに少なくとも部分的に基づいて送信される、
　をさらに備える、Ｃ１３に記載の方法。
　　［Ｃ１５］
　前記第２のＤＭＲＳウインドウ中に前記第２のＴＰＣコマンドを受信することと、
　前記ＵＬデータメッセージが、前記第２のＤＭＲＳウインドウの最初のシンボル期間の
間にスケジュールされないと決定することと、
　前記ＵＬデータメッセージが、前記第２のＤＭＲＳウインドウの前記最初のシンボル期
間の間にスケジュールされないとの前記決定に少なくとも部分的に基づいて前記第２のＴ
ＰＣコマンドに従って前記第２のＤＭＲＳウインドウ中に前記ＵＬデータメッセージを送
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信することと
　をさらに備える、Ｃ１２に記載の方法。
　　［Ｃ１６］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　第１の送信時間間隔（ＴＴＩ）持続時間のための第１の電力制御パラメータに少なくと
も部分的に基づいて前記第１のＴＴＩ持続時間のための第１のアップリンク（ＵＬ）電力
制限を決定するための手段と、
　第２のＴＴＩ持続時間のための第２の電力制御パラメータに少なくとも部分的に基づい
て前記第２のＴＴＩ持続時間のための第２のＵＬ電力制限を決定するための手段と、ここ
において、前記第２のＴＴＩ持続時間が、前記第１のＴＴＩ持続時間よりも長い、
　前記第１のＵＬ電力制限と前記第２のＵＬ電力制限とに少なくとも部分的に基づいて前
記第１のＴＴＩ持続時間を有する第１のＴＴＩ中に送信するための手段と
　を備える、装置。
　　［Ｃ１７］
　前記第１のＴＴＩ中に送信するための前記手段が、
　前記第１のＵＬ電力制限に少なくとも部分的に基づいて前記第１のＴＴＩ持続時間を有
する前記第１のＴＴＩ中に第１のメッセージを送信するための手段と、
　前記第２のＵＬ電力制限に少なくとも部分的に基づいて前記第２のＴＴＩ持続時間を有
する第２のＴＴＩ中に第２のメッセージを送信するための手段と、ここにおいて、前記第
２のＴＴＩが、前記第１のＴＴＩを備える、
　を備える、Ｃ１６に記載の装置。
　　［Ｃ１８］
　前記第１のＴＴＩを備える前記第２のＴＴＩに少なくとも部分的に基づいて前記第１の
ＵＬ電力制限と前記第２のＵＬ電力制限とのセル最大送信電力パラメータを調整するため
の手段
　をさらに備える、Ｃ１７に記載の装置。
　　［Ｃ１９］
　前記第１のＴＴＩ持続時間に関連する第１の電力ヘッドルームと前記第２のＴＴＩ持続
時間に関連する第２の電力ヘッドルームとを決定するための手段と、
　前記第２の電力ヘッドルームを示す第２の電力ヘッドルーム報告とともに前記第１の電
力ヘッドルームを示す第１の電力ヘッドルーム報告を送信するための手段と
　をさらに備える、Ｃ１６に記載の装置。
　　［Ｃ２０］
　第１の干渉特性に少なくとも部分的に基づいてサブフレームの第１のセットを識別する
こと、および第２の干渉特性に少なくとも部分的に基づいてサブフレームの第２のセット
を識別することを行うための手段と、
　サブフレームの前記第１のセットのための電力制御変数の第１のセットとサブフレーム
の前記第２のセットのための電力制御変数の第２のセットとを維持するための手段と、こ
こにおいて、前記第１のＵＬ電力制限または前記第２のＵＬ電力制限が、電力制御変数の
前記第１のセットまたは電力制御変数の前記第２のセットに少なくとも部分的に基づく、
　をさらに備える、Ｃ１６に記載の装置。
　　［Ｃ２１］
　前記第１のＴＴＩのための第１のメッセージが、前記第２のＴＴＩ持続時間を有する第
２のＴＴＩのための第２のメッセージ中に発生するようにスケジュールされるかどうかを
決定するための手段と、ここにおいて、前記第２のＴＴＩが、前記第１のＴＴＩを備える
、
　前記第１のメッセージが前記第２のメッセージ中に発生すると決定されたかどうかに少
なくとも部分的に基づいて前記第２のメッセージのための前記第２のＵＬ電力制限に調整
ファクタを適用するための手段と
　をさらに備える、Ｃ１６に記載の装置。
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　　［Ｃ２２］
　前記第１のＴＴＩ中に送信するための前記手段が、
　前記第１のＵＬ電力制限に少なくとも部分的に基づいて前記第１のメッセージを送信す
ること、および適用された調整ファクタをもつ前記第２のＵＬ電力制限に少なくとも部分
的に基づいて前記第２のメッセージを送信することを行うための手段
　を備える、Ｃ２１に記載の装置。
　　［Ｃ２３］
　前記調整ファクタが、前記第１のＴＴＩ持続時間に関連する第１の電力ヘッドルームと
前記第２のＴＴＩ持続時間に関連する第２の電力ヘッドルームとに少なくとも部分的に基
づく、Ｃ２１に記載の装置。
　　［Ｃ２４］
　前記調整ファクタが、前記第１のＵＬ電力制限と前記調整ファクタをもつ前記第２のＵ
Ｌ電力制限との和がセル最大送信電力パラメータに等しくなるように計算される、Ｃ２１
に記載の装置。
　　［Ｃ２５］
　電力バックオフのセットから前記調整ファクタを選択するための手段
　をさらに備える、Ｃ２１に記載の装置。
　　［Ｃ２６］
　電力バックオフの前記セットが、電力制限付き低レイテンシバックオフ、電力制限なし
低レイテンシバックオフ、低レイテンシバックオフ、非低レイテンシバックオフ、または
それらの任意の組合せを備える、Ｃ２５に記載の装置。
　　［Ｃ２７］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　第１の復調基準信号（ＤＭＲＳ）ウインドウと第２のＤＭＲＳウインドウとを識別する
ための手段と、
　前記第１のＤＭＲＳウインドウ中に第１の送信電力制御（ＴＰＣ）コマンドを受信する
ための手段と、
　第２のＴＰＣコマンドが前記第２のＤＭＲＳウインドウ中に受信されるかどうかを決定
するための手段と、
　前記第２のＴＰＣコマンドが前記第２のＤＭＲＳウインドウ中に受信されるかどうかの
前記決定に少なくとも部分的に基づいて前記第２のＤＭＲＳウインドウ中にＵＬデータメ
ッセージを送信するための手段と
　を備える、装置。
　　［Ｃ２８］
　前記第２のＤＭＲＳウインドウ中に前記第２のＴＰＣコマンドを受信するための手段と
、
　前記ＵＬデータメッセージが、前記第２のＤＭＲＳウインドウの最初のシンボル期間の
間にスケジュールされると決定するための手段と、
　前記ＵＬデータメッセージが、前記第２のＤＭＲＳウインドウの前記最初のシンボル期
間の間にスケジュールされるとの前記決定に少なくとも部分的に基づいて前記第１のＴＰ
Ｃコマンドに従って前記第２のＤＭＲＳウインドウ中に前記ＵＬデータメッセージを送信
するための手段と
　をさらに備える、Ｃ２７に記載の装置。
　　［Ｃ２９］
　前記ＵＬデータメッセージを送信した後に前記第２のＤＭＲＳウインドウ中にＤＭＲＳ
を送信するための手段と、
　前記ＤＭＲＳを送信した後に第２のＵＬデータメッセージを送信するための手段と、こ
こにおいて、前記第２のＵＬデータメッセージが前記第２のＴＰＣコマンドに従って、前
記ＤＭＲＳに少なくとも部分的に基づいて送信される、
　をさらに備える、Ｃ２８に記載の装置。
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　　［Ｃ３０］
　前記第２のＤＭＲＳウインドウ中に前記第２のＴＰＣコマンドを受信するための手段と
、
　前記ＵＬデータメッセージが、前記第２のＤＭＲＳウインドウの最初のシンボル期間の
間にスケジュールされないと決定するための手段と、
　前記ＵＬデータメッセージが、前記第２のＤＭＲＳウインドウの前記最初のシンボル期
間の間にスケジュールされないとの前記決定に少なくとも部分的に基づいて前記第２のＴ
ＰＣコマンドに従って前記第２のＤＭＲＳウインドウ中に前記ＵＬデータメッセージを送
信するための手段と
　をさらに備える、Ｃ２７に記載の装置。
　　［Ｃ３１］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信しているメモリと、
　前記メモリに記憶され、前記プロセッサによって実行されたとき、前記装置に、
　　第１の送信時間間隔（ＴＴＩ）持続時間のための第１の電力制御パラメータに少なく
とも部分的に基づいて前記第１のＴＴＩ持続時間のための第１のアップリンク（ＵＬ）電
力制限を決定することと、
　　第２のＴＴＩ持続時間のための第２の電力制御パラメータに少なくとも部分的に基づ
いて前記第２のＴＴＩ持続時間のための第２のＵＬ電力制限を決定することと、ここにお
いて、前記第２のＴＴＩ持続時間が、前記第１のＴＴＩ持続時間よりも長い、
　　前記第１のＵＬ電力制限と前記第２のＵＬ電力制限とに少なくとも部分的に基づいて
前記第１のＴＴＩ持続時間を有する第１のＴＴＩ中に送信することと
　を行わせるように動作可能な命令と
　を備える、装置。
　　［Ｃ３２］
　前記装置に、前記第１のＴＴＩ中に送信することを行わせるように実行可能な前記命令
が、前記装置に、
　前記第１のＵＬ電力制限に少なくとも部分的に基づいて前記第１のＴＴＩ持続時間を有
する前記第１のＴＴＩ中に第１のメッセージを送信することと、
　前記第２のＵＬ電力制限に少なくとも部分的に基づいて前記第２のＴＴＩ持続時間を有
する第２のＴＴＩ中に第２のメッセージを送信することと、ここにおいて、前記第２のＴ
ＴＩが、前記第１のＴＴＩを備える、
　を行わせるように前記プロセッサによってさらに実行可能である、Ｃ３１に記載の装置
。
　　［Ｃ３３］
　前記命令が、前記装置に、
　前記第１のＴＴＩを備える前記第２のＴＴＩに少なくとも部分的に基づいて前記第１の
ＵＬ電力制限と前記第２のＵＬ電力制限とのセル最大送信電力パラメータを調整すること
　を行わせるようにさらに実行可能である、Ｃ３２に記載の装置。
　　［Ｃ３４］
　前記命令が、前記装置に、
　前記第１のＴＴＩ持続時間に関連する第１の電力ヘッドルームと前記第２のＴＴＩ持続
時間に関連する第２の電力ヘッドルームとを決定することと、
　前記第２の電力ヘッドルームを示す第２の電力ヘッドルーム報告とともに前記第１の電
力ヘッドルームを示す第１の電力ヘッドルーム報告を送信することと
　を行わせるようにさらに実行可能である、Ｃ３１に記載の装置。
　　［Ｃ３５］
　前記命令が、前記装置に、
　第１の干渉特性に少なくとも部分的に基づいてサブフレームの第１のセットを識別する
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こと、および第２の干渉特性に少なくとも部分的に基づいてサブフレームの第２のセット
を識別することを行うことと、
　サブフレームの前記第１のセットのための電力制御変数の第１のセットとサブフレーム
の前記第２のセットのための電力制御変数の第２のセットとを維持することと、ここにお
いて、前記第１のＵＬ電力制限または前記第２のＵＬ電力制限が、電力制御変数の前記第
１のセットまたは電力制御変数の前記第２のセットに少なくとも部分的に基づく、
　を行わせるようにさらに実行可能である、Ｃ３１に記載の装置。
　　［Ｃ３６］
　前記命令が、前記装置に、
　前記第１のＴＴＩのための第１のメッセージが、前記第２のＴＴＩ持続時間を有する第
２のＴＴＩのための第２のメッセージ中に発生するようにスケジュールされるかどうかを
決定することと、ここにおいて、前記第２のＴＴＩが、前記第１のＴＴＩを備える、
　前記第１のメッセージが前記第２のメッセージ中に発生すると決定されたかどうかに少
なくとも部分的に基づいて前記第２のメッセージのための前記第２のＵＬ電力制限に調整
ファクタを適用することと
　を行わせるようにさらに実行可能である、Ｃ３１に記載の装置。
　　［Ｃ３７］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信しているメモリと、
　前記メモリに記憶され、前記プロセッサによって実行されたとき、前記装置に、
　　第１の復調基準信号（ＤＭＲＳ）ウインドウと第２のＤＭＲＳウインドウとを識別す
ることと、
　　前記第１のＤＭＲＳウインドウ中に第１のＴＰＣコマンドを受信することと、
　　第２のＴＰＣコマンドが前記第２のＤＭＲＳウインドウ中に受信されるかどうかを決
定することと、
　　前記第２のＴＰＣコマンドが前記第２のＤＭＲＳウインドウ中に受信されるかどうか
の前記決定に少なくとも部分的に基づいて前記第２のＤＭＲＳウインドウ中にＵＬデータ
メッセージを送信することと
　を行わせるように動作可能な命令と
　を備える、装置。
　　［Ｃ３８］
　前記命令が、前記装置に、
　前記第２のＤＭＲＳウインドウ中に前記第２のＴＰＣコマンドを受信することと、
　前記ＵＬデータメッセージが、前記第２のＤＭＲＳウインドウの最初のシンボル期間の
間にスケジュールされると決定することと、
　前記ＵＬデータメッセージが、前記第２のＤＭＲＳウインドウの前記最初のシンボル期
間の間にスケジュールされるとの前記決定に少なくとも部分的に基づいて前記第１のＴＰ
Ｃコマンドに従って前記第２のＤＭＲＳ窓中に前記ＵＬデータメッセージを送信すること
と
　を行わせるようにさらに実行可能である、Ｃ３７に記載の装置。
　　［Ｃ３９］
　前記命令が、前記装置に、
　前記ＵＬデータメッセージを送信した後に前記第２のＤＭＲＳウインドウ中にＤＭＲＳ
を送信することと、
　前記ＤＭＲＳを送信した後に第２のＵＬデータメッセージを送信することと、ここにお
いて、前記第２のＵＬデータメッセージが前記第２のＴＰＣコマンドに従って、前記ＤＭ
ＲＳに少なくとも部分的に基づいて送信される、
　を行わせるようにさらに実行可能である、Ｃ３８に記載の装置。
　　［Ｃ４０］
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　前記命令が、前記装置に、
　前記第２のＤＭＲＳウインドウ中に前記第２のＴＰＣコマンドを受信することと、
　前記ＵＬデータメッセージが、前記第２のＤＭＲＳウインドウの最初のシンボル期間の
間にスケジュールされないと決定することと、
　前記ＵＬデータメッセージが、前記第２のＤＭＲＳウインドウの前記最初のシンボル期
間の間にスケジュールされないとの前記決定に少なくとも部分的に基づいて前記第２のＴ
ＰＣコマンドに従って前記第２のＤＭＲＳウインドウ中に前記ＵＬデータメッセージを送
信することと
　を行わせるようにさらに実行可能である、Ｃ３７に記載の装置。

【図１】 【図２】
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【図７】 【図８】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】



(46) JP 6495483 B2 2019.4.3

【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図１８】
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【図１９】 【図２０】
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